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享鼠‡「曇な∵㌦∵rJ函ノ′′〝　4、　　　　つれ兄

療孝享牒錘悠二乳と言ノー・フ二発覚工／ノノrt頭つノ，＿招私′、ノ悪薄行上告ノ十王雄藩豆了

慶大㍉姓儀雷受豆完工言㍉

希鷹埼巨「－酢二教三尊軒ニ‾毒当．草＿上さ、石。一再副署う了ノ紋し藤野〕且・ノこ酢！、才．ノノ

躾節ニノニしノ登軒下軒＝陣誓言霊草㍑一離上本減雷獣勘＼、一つ、当名言玩鵜麿′ト解

から夏る上意言五三麿形社家才宅㌧粛主壷・言教主言勇二蓼豆㍉ノ

祭事鳥礫楼上一一一蜜空で上寓滅法圧∵一志二‥増誉悠濾祭とノて三′れ－ニ実り孫で声∵矛宗‘、二・′ノブ

野管∴厳蓬予蘭が宅∴〔良二頼二ルニ全′畑　土ノ鴛！日工ノシ、、ノあるかし厳′孝で辛つ

土、工藤腐表出▼とく′三l∴）下略β、か側臥ふ醇賂二転〆僧正注釈藍Jど∴

敬司線患更埴礎工完工豆＝ま重患象ら結ないゼニ〕

新体点色妹に寮喝色。早ヒ令の定法腰五五㌦

璃帝酪数酎告傭膨一日増でノ　低目ところC石盤魚．＋路上JJ rV之刺）に毅

巴危帯びた産後／、ク′ノ～／、g乱のもめ在承るt鮭爵しめよい山藍の癖や樹衣

の‾F怠、どに裟かける。



ノ　　＿′

－∴・・・・一l　二＿、1

三つの壁とグ文♂オリエンズ‥・‥＝……‥…‥‥・…薗　伺　　久　野　隼　声、

承二重床無象を縦て

ノ＼許して

こ腰胸ミヘの火疎

密腰こその染色薮

森泉のケヨク．芝の艇

姦東大薗産コガ津ムラ科

名轍のプラングトン′中‥‥

森泉醇薗凝野メモ

再生束駿．

虹寵愛と自序DdナyPe〕

醇　承

グ已感着、、

あ5日の紅紫を望家か、ら

奄栗太薗霞匿変貌、

薗蒙部首髭よリ

噸メ＼東坪・

鮭財、画家野路象象〔劾訂必∂事変）

裔集線

／の2　　月．亀・とし許

／¢ム　　平㍉疇∵落　手

／め之　　容　赦　鬱咤孝

之の／　帝　　　私　大

之の／　政　審

rノ

．．一°　∴　　　　；：　　、

Zβ／　【後▼古

大　野

野

　

ぽ

裟
垂
直

欧

　

　

布

教

気

　

圏

争

手

相

　

ぷ

　

　

珂

箪

　

新

畷

私

藍青原吾

之の′／　　混

2、

．ヨ

／仏

者

占

　

　

矛

　

　

ノ

　

　

ダ

　

　

／

　

　

／

　

　

汐

！

　

ノ

　

Z

 

g

 

g

∴

　

　

・

■

′

　

・
／

　

　

ノ

4

7

　

ア

㍉

　

千

畝

　

怒

野

　

田
”

錮

　

㍑

r



・て・、・

三うの壁と7夷めオリ工ンス

顧噛　大野隼夫

露草ノク河から〔巌梁大仰メモ）訂る巷の証企画しノまず廃水の整軌こ容

色つけノ　これ武一一配り終った√男ま冬鮎を酎丁の顧空あった。

ノ仔ノ∂首から愈々鍵撃．東野釦ご慮り空は／醇′′巌づっとし乙卓ノ早さ孟好

朕ノ／′教に宰相g覆うフ象怒或するとし乙／琴あれば伺とか醇鼻がつくの雲i∃二な

し　かと雇ってし　た。

ヒころ妖言1ざ槍めZ象ると髭算だらけ〃

竣窟「予つ瑳1才酪漠不敵‥－…＝／つめ潜＿財炒形謡を記載する密若めむゴかしきノ威左

ば紫升形軋友愛するにも∴線形∴蕨針臥ノ球洛ノだ再診ノ倒産射影ノ倒卿影ノ魂

だ円形ノ　葵彫．三再野つ虹彩ノ昏彩‥∴……一一宥耳

直射Jク茎東にある宅の整数にしこも．密毛′密命亀ノ咄毛．凝喪．帝毛ノ鉄索．

河出教．車上毛ノ逆逐「‥－・‥一∴宥

′二の魂且釦ザただiγと主ノぎフ亡ニラ云う二と空あるがノ＝／し放酷暑庄一庶鮭
↓

船仁衷藤波虜接待、には藍ド石か彰知れないがノ

だ〆‖∴空もわかりやすくするためにはノ何L哀っ乙も一　里の巌船を囲解するこ

と空あると匿い江旨．紋瑚⑦既鉱者に倉いもの（＿樽に奄東武函備廉患廉牝自丸いも

の水勢し＼）色何とか餌にしこみようとした分水オ二の婆か毅，敵方紛ないと周の

亮、畑ゴ。′妄う空らめヱぽみた武ノ震実相iばない左、L月二ノ特徴だけこ空二も′匪え乙みたいと

肴’宏一乙Llる座が変圧ズ）覿憩。

オ三の壁は呼固め葛、い二ヒ芝ある。財醇′鄭魂初盆礫と上線．日曜の妹腰を曇

か倉「乃ノしぼから机1二ヒ珪嗟悟レ乙いたがノ要れこレ乙奄蘭画勿かかる仕車悉あ

る。或打磋グ函南甘、カ＼プZニ族の宏賓に終ったこともある。

しカ＼し．やりか、けた以上はこの三つめ壁に′観ま昼げれば怒、るまい。

ぞラ真うニヒ芝．グタブの着車提ノ申レ家村雲症だ尋ま食い番い悉臆を囁く方芝

目た戻．寮フた紺敬一藍リ官を凰／てノ「親水倉く乙彰子は育つ」とこいう威武

一人空譲うった。

参やグ孝のオリ工ンスれ留らめ窟恵によって歩き融レたというはめやオらぎ

なおぼ渡るもめさあ．る¢
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承者衆集会を終をで

／の芝　　川　旭　と　し　等－

ヨ哲之∂日。駐留野蛮扮付録C？）として凍来会に参超したご

怒蛙の毒薬玖鎗リヱ吉クと「腰からダ津からずめ上六原⊥　まあ放衆已厳とご

モ軌、乞おこう。

訂めの計画1ゴ崖財村へ行く守乾だったのだが予定衆更ご竜郷紆切承惑＼紆く密

になった。苧薗ノ♂暗ヨガか。脅親政ガダズ炒めオンポロバズ　バズ会虹にば落

日ナビ患者が蓼だからしかたが倉いつ空出番r㊨ヨ♂倉江雲水蘇峰に麿‘こ。永森

蹄から款名まだスロー已－ショニ空夢∠二の：水対∫醇討（、坪数ク薗感老台ね）だカ

軌－ろいちの擬断とう葛首を託乾す石がガ次々寮像（二村塚とp塞いたご用二妊鱒二訝薮ぞ

肯し一刀だ）の正教だゥ鹿財部裟綴ぞカメ澄雄＿忽軌ク疎密．鮫私有珂乾といろい
′　．一　一ヽ

′・・／、・く

攻々よ少しばかり事件一武都二打ったよう長男倉ですテリアこ一つと＿ノ寸言告㍉相

良コグ顔からノ射水に至5真空椅参レ仁者1夙封ご工藤く。

奮いだ患卿名水ぎっと／古∂麿余。転生があまり．ニーも漉卿葛を裟ズ言いら・ノー売

やる軌二漸1たボノダま芝軋ブように軋乙こし・湾寸志でバ芽奇少十ナノ妥イ省

苦言圧．わかソ亡きだ：可リノ怒、くともわかるよ三ン官吏芝か二レ仁∴

藍⑦わ空に慶應しこいるよクにJ、．空く解き浩二っこい蓋凝ン二もノノ、トさく芽老出

しZ二日る準にもみ八ノ倉芝弟竺勅リブぱ怒葛粉付いている。タささご雄描覚書舛）

甘いとちぎプたリノ剋象ゴした怒キン勤番庄一FF一二フY一つZも媛えごいく芳広東し⊥＼

車だ。腰掛に務如し乙「麿物への薗忠」とこいう彰の本膳したふノ＼月二震え受∴

参ノ二九を番空白がら「リェヴキェヴパティガダ」というぬ幼♂域を．酢通し

たぐ　二が巌軌まノ夢二童の部番抄方へ再を下二つて行く予経烹・ル＼おり蓋ノ）豆な範と三

教わ一十仁．カ惑軋いくらl一イカダ＿良窯抽漉恒ヱしぼも輿膚船しな1＼ク）碁靡勧め

怨か訂？　二日離淡だけとノ鹿野におろいうとおもしろい名産椅っ了二勲

がある。二の恵もしろ五線財強者が灯りた＝粛なら′磐府部′＼八部オ蓋と日立

塗潔摺新参P、R、毅喪きれた坊）だはないけどノ宏鮭の蛙財部鼻は少怒、いぞシだ

芝の少倉し＼訝尿が西濃東象に参部しないガは礫敵勢だ。もう少し魔細とまう

石と＝い′　といケ乙畜ノ　ぞう蓼く私は苛々1才グヲブにまだ一一度も厳鹿野、苦慮船

にも溶射レて扱いのだカご・……‥・・・。フ



（の

ぞ九にノもタープ盤財許東芝紅く乙寺．楓如こ／庚だ巷参加レ乙み乙ばどう

だろう。きっと何か得る苛めがあ基と思うめだが。

最後に「何番事象．叱」と革むところ武ノたまにキズだけれど・‥…・・。

・∴ルーM・…′′一歓を′妖寮金色終えて二一”′…・▼′一一一一

大　部　も　て

ノの占　　革画一　雷手

「毎きん．′′ばかとも鍵財部へ．二のグアブは‥・‥‥・一日‥．⊥　入学し乙から村モノ定

日こうノ　アデブ紹介め時ノ部象さんは放射部の顔麿をノ堆芝うに酸さょうたっ

ぷりでノ　二のグデブを㊨弟＼しノZくれた。鍵盤とβ鋤二ともあっ乙大塚するこ

とにした。

入野しこ特に稟厳密感じたの乱　酔変の潜らゆる薇感の腐太さ筍っ芹。忍が参

まき一度音質たことの凱＼春めがたくさんあった∴軋之ばノ人膚ノ将新嫁のよう

に東レいグサビチイン．駐きだ私毎芝知られ老いるガブトがニノオー犬上テリア

のアラブヲ藤だヒれたというでシガイ＝・…・－‥‥・さまざま去㌻鞍の武野象諺）嫁本台に慮

百度芝クに潜り好くすわっヱいる。私は－ばん二弟ら色覆ること裕好きだある。

ケ震宙にはノ解聯索在プリブで一一力甘い替りがこノ砿薗いっぱいに．薗っこし＼ま

すレ　二の／竿ノ藍に薗裟深め仕車色劉ま∴つて来た畝ノ艦を患えZ∴酷が東レし＼濫

狂嘆かせ′　鑑の杏Oがノす畜ときノヒ之もうれしく好意の芝す。二のグデブは．

大数が動＼やよい芝ませんが．とてを料疇ぞユーEア法人凰劫＼腰の空．クヲ

ブご息楽しく鹿ごしこいる選言悠上

人醇妖泉′少、まご一番、虻か、しかったのは′やはり丈私費の蘭だした。文庫祭の

軒日には一　刀工心やイモリの詔め乙の啓剖もしました。しかし解剖する二ヒは

とこも東将牽くノ　憩くてノーガコ二ルキイEOがノ　レか左レに．来在中かなぜと「侭配

したものです。

栗広東の醇は一教畳！隼の東署め仕車は．鉱乾判鑑盈した。不頗酌む碧つき空

疎に汗復にじませて．ききざまか／切耳たが掛ら紅をとるめ庄ノ＝っ飢＼だプた

と路います。また密度嵐はノ「ガデスヘビ」のガイ已グヲプをと石ことに疲ガレ

たといって′皐んごしぼした。このようにして莱艦奈良賭轟終りまレた。

入部しこから宰／年になろうとし乞います。畝にとってケまaめ評者紺は画定



Cg）

だフたこ恵醇たま法ん。こてれからはクラブ廣金軒課．旋ガレでもっと竜っと毅い

グタブ勧告っ音訳レし叱思います。

㍉鮭廟㌦への輿喪

／の之　を尿啓代手
°

入野以来．宰専一隼・・‥‥・・・一・‥…。

二の一箪臥床集鼠乾．え組準．白腹のグアブ老勢とノ蘭鋳の担誉んと央二東

レく盈ごレて来ましたF Cが．少、し或傘に惑うのばノ奇異〔樽に一箪ユがダなか

ったのかグテブ葱蘭があまり逐務で倉カ、っにこと愛す）

甲啓時代ノ　さプチブモにすら参避月ン乙いなかソた伐れと漣ノノ理魂粛教寮ささ果

敢、慶寮。などをするのが好きだったのでノ顔慶とご鰯。にノ＼潮することに

淡めました。

壊釦ま轟錬だけしこおいてノあとはサボってしきケ二）もりで．オノ／‘回受「㍉断入

奴駈泣欺巌庭吼こにもげ変色つくっ乙参粛レ缶功＼プた夏j▼手至す武ノたまたま軍部し

こいるラらに．中背時代に少トレ蹄巳を老っ乙いたで厳粛、L火嫁五埼っこェうに放

り．宍ノ　蔭東レた番感多い衣言藍醇．グテブに努犯す各村或耳少ないこと象知り

盟に之戻C粟、金）の石動こぼ．陰とんど参加しZ′二束ました∴、′7

度廣遜腰慮ど受磁強∵避攻上に叉東壁椅ち超幼ZL艦齢つノ粛曇売れク㍉鮭鹿上

汐醇紺ノ大野怒軽水「瘡泉大勝には鮒／∠‾♂β置ぐらし、カ薗離言生年しこいる」

とLlウニと産着至れノ膏壊しノ之レま↓塁まレだ㍉

いくらで歓ら弟ているか宅らと⊥＼フ芝もノ登れら在だノにするにば．鮭にいこ

し鳩車烈裏望瀾督L＼ヒ種目ます。度めZ忍意力萄画にある鹿必ガ虹獲・だけ空

も知る二ヒが空きたら泰時らしいと爵います¢

「～厳密膏。色町急啓が′」・・一…‥・一一芝れば何とも例えようもむくノそれ出題劫

に米泉社符っ乙いる者だ坊択索わ走るヾ轟かでどす。たまに．「磯波建凄瀾淀ヱ

ー細にぼろのだろう‥・・・・‥‥‥」とノバカらしく担えノ百分がこれ巌まだに㍉舷扮

上に栄速射守つたの戎不酷蘭にも放ります。

たまたまさ毅密こ・の醇闇に「野外裸衆」がありますが∴こ創離鋤＼OはT二∂

チャンス色のズレては・…　」とばかり．大野亀虫洗顔之芝下きる㍉腰戯言色腰

中空癒えますがノー度空企礫癒えること強空き倉し＼♂空し＼じらしくなります。



／

巌ぼ入部直後．留男が官選鼠立乙ましたがノぞ才tらば歌裟だけが大きく芝ノ圧

ヒんど計画礫れに昏っ乙しまい．又．二の醇畠グヲブに参加するのすらつまらな

く放り．海拇身もあまり爵ないめ芝蘭留如なく在、リノ　再智東医、如」ました水．

要れ空もたまにはこ部堅さに無鮭に行きたく去㌻リノ　日曜日な1ビ怒紆恕ミ務墜こご

鹿ごした密もありました¢

炭藍ノ秘酒っ乙いる醇療息ノ衛蜘らも時薗色多く喪やレ武ちなのでノ草

顔のグタブ遍料の貯留慮だけだぽノどうしてもやりがたく．妹ぼ倉ビに緻密しこ

「しますがノ芝動が一つの嫁東としてノ水蜜に粗空きたらどんな、に煮嗜らしいだ

一、

鮨「龍㌃と老戌上糸∵色言宏

之め／　薗　正大

‘へ書き
ヽJ　－1‾‘

宴予方三ゾリ，風教塵∴ズデイドガアズノ水ノガ八一ガラノて′ノ　メチレン酋ノ

、・・．、！．十

－、　、．．－

ユリ〔」「‖〟ノ孔〕′　才色卜

○東‾　賢

／、才とト圭二両㌻と、ク寮謹厳紐を藤色訂ミリリ診ノ材で虜複つlづ二　芝二から．教

唆飢まどかノ　ネギが軋．1泉皮後者宏でこすりところr

之，これらをズティドガラスの上に乙′＼ろげ．水色／一之薗裏として∴ガ八一一

ガヲス芝かげ乙概してみる。

ヨ、二がとき．メチレン膏．またはメチ∴一一ル′環七＝ラ鷺儀を′毅衆め上にたらし

しばらくそのま劃二レて怠し）て変哲き弟るβをまっ壬からノ衆如芭素を水

ノごあらい台とすジ

払。ヨでできた叔聾に紺と紺じく水ノ′へ一之瀬あとレ老竣療‘しこみる♂Cこの

とき．癖靴藍色はじめひくし、倍華にして餅オるとノ乙＼とつひとつの超怒β

瘡革がぽブきりわかる。つぎ璃凱一倍草にしこ療し乙志すと∴二の密麿の鬼′

容がばっき0してくる。

〇番　栗
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まずきずくことはノ密暦敢C“引－′仇ど第1ム佃花と）に・フ．フきれた㊨渡来あっ

まっとノ顔疫と怠一二フ‘ていることだあるゥ感脛の中に出暫紀賓cc／ナ甲／釦孔〕

がつまっていてノ芝が恩威中東圭一膚の紛磨られる。これを商儲牽悉一手ぐ醇寮

するとノぞの中に勧＼麻鑑みとめる二ヒが空き己。

メターレン膏やメナーール寺家ごよく教フてい畳鰯だは発色激で．倉教願に二才三三ヒ素こ

色味をつくるもの空あ古¢また鰭密象初と土うどころに哲案鉢山、ウ厳よりモノ、J＼

形で迦次の春めがみ走る二とカこある。これ首教藍色LZL、、るから棄幽ヒよばれ

亡友密の下の留密中にあったもめがノ農政覆はがすとき声弟と耐磨した書新警あ

る。対置許の璃軌二は夜だC血CLlO e〕次みられる二とがあり′　こ釦動二激怒

液〔C¢山ヂ）と漬ぶ夜が合立礼乙し、石¢
鹿野の緻密では髄髭の顧固七一ビブレローズ賢跡鮒密最があり薮ヒ甜腔鰍外の朝

渡の哲か在緻腔廣放しα十05抑ばつといク。釘蜜醸速足形成している吻濱後部

畔とよノ犬言新野空も巌財空も‾ノ族七番紀船上が尿形質妹〔押毎′α豆
1

）を旛成し／亥を解りあげていう財質ノ即ち巌澄七寓居七放置刃あげ乙＝る財贅

町ら磯野賢と筐庶形寮Cノ⊃緒方〆戊S、孔〕ヒL、、タブ

よく常数フけどみるヒノときに朝悪質は静かに一一放ろ首相にウゴしノ、Zノ館怒賢

が重体としこ紺怒中を虚勢しているようオが巌ら射るG二の渡れま寵蝉に彩る

ノ大審鍛錬がー一方のかに啓かにうゴいているからであ岩。二言魂空色繹類東光封〔

四年ノ鮎か5存eα勅／乃訝つとL－クPCよく藍賢レヱみると・ノ彪檻衆力中
空小き触武藤んにβ／甘仏ワ乙避靡敢行庄っ乞いるよ一三オ空＿犀、ることが空き石。

C二のユタな避財が変れ否めば′部署がを聖こい引二至にかぎ這。もし死人ご≡し

まう払乳配貨亀噂或レこい香芝変改成分だあるタンノくグ解が苑と．材蝉に旋息LZ二

しまうのでノこのよう倉β′汐伊7乙却はとまつZLまク「劫潜水吐きて白ろ蘭

はノ亥もわずかに叙犬に見えるだけであり亜喝でノ番常襲も塵鰯ごあるボノ　しば

らくレ乙衆や紺怒質はしだいに不遜醇にむっ乙芝が再審が敵に庭え癒めど乙萎。

‘これま鴫が死んだからでありノ二のときよく原色つげ乙庭るとノ忠恕まど盛

んに塵画していた勧濫賓やβ′竹灯れ却象行なっていた紗こ蕗が芝の澄常をや

めてしまプ乙ノ紺壱・ガ、に二兎ん芝いること産衣カしこい三言

厳の対審感激犬に見えて来て′芝の財に仁CltはC／ePノ〟ぶつとよぷよく監岩

永戎木船みえ石でノ如麗沐臆藍はノ単穂鰍空放なく▼乙ラービンカ奈武いっ

脱、つまってし、否武儀羊・ある0〔㊤雲衆めたときノ厳が東ま石というが．二才は

亥の車のテ亡ン泉がとくに東るのだある。くわレくいうとノヲヒン廣上の東教象
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の参る部倉了が東基の否ある。〕

一敵に者の部舟ば．麓塞舷の色素ノたとえばオーミン類、ノダンケアナ紫ノヘマ

トキシリン・メチレン軒．メチル承ノダプチ二二ン．かど空よくぞまリノ密だ繋珍

部倉は酸性の色衆．たこ髭ばエオシンCeo57几）．療鮭プグシン．デイト承C

l斬十㌢′紺孔〕ノア二ル曹Cβ花柄孔e柄のノれンジ斤（伽聖経
G）など芭よくぞまる。

これらの番硬はク、吉夢ぐらいの永若衆としこ軌、るといい。ステイドガデスの

上にノ　この水溶濃め－蘭をおヒしてノ芝の中にみようとする放牽在入れてノガバ

ーがラメこをかけるとHLL

水雲碇察したり．曹摩扮水溶衆で鬱摩すると空には謝怒冴車に水が入りこん悉

しまプ宅′　麿脛の形がくすれたリノ　蹄瓢分線藍が夜空てい議ときとちがっヱしま

ったりヒし1うまノナノ訂賓醇賓象藍珪湘のどノ　でき石ことなら戯麿を．虹きてLlる

ままにもっとも虚二い沢庵にレ乙靡蒸するとベんOだめる。壊きこい石沢趣にもっ

とも功一二くするため⑦奏者とレてノもっともかんたん倉βはノgク％くごらいめアか

コ一つレ．〆g鯵動醇験′夢∂％のフォルムアルノ＼イドノ・／形のグロ云吸水洛夜訂

ビとし「ういろあるが′多くの密′合・．．ニ弟ら象こきとうに憾竣沌真慧酎－る∠ニ　とこ杏

目し1寮路とレ乞ガ一一三ン醗次席十、ら弟る㌃　二二れぼノ孝吉％の顧華落慶葡レつフ芝

の中にノ紙上ガ一三ン象山ナるだけと二茸、レ言久やしてからこした麿粛溶寒空あ呑。

コれ在膚いると．怒薦後顧だすると巳もにノ顔色ボ空きノとくに族は美しく崇

告きれノまた侭軌か腐巌二まどもりっぼに感察することができる。
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・′　′・・．・．・・・、・．′　　・一一J′・∴！

（オオキアシノレリム牙ゴミムシ〕　藍触　感と薗　分布　合孝ノぬ灸
ヽ

．・－・′・・つ・∵／・ノ・十・一′′′・′、、「㍉・‥：‥－．

（シイデアゴミムシ）
ヽ

′い・・∴　∵い∴　′‥・・ノ∴　∴・・・

（ダカサゴイシデヲゴミムシ）

ニ伊已′畢押え甚5α矛加ノ毎C融は加′尺く／タ％⊃
産地一葛藤．　2g二光　／ダ3之

命紆　印度．ビルマ／シャムノ　印度安郵ノアィリピンノぶれ′ネオノ

ズマトラノ　二二ヱーギニア．台夢ノ　好む轟ノ沖鰻本．軒．

ダンゴロウ卑　ロメ省∫C辺戊Fど

、・り・、・－’一・’－・・．∴　′‥　・’′：・

Cゲンゴロウ）倉密．好適金土ノ魔球ノ昏薄′紺艶瀬珂ノ喪帝



！．一斗J

C／ムはねrムre／占　舶わだ

（グロダンゴロヴ）　分宿’速珂ノ鬼河ノ四囲．簡賭

ミズ穴でシ醇　秒血道芝だ

U．・・．・．′　・．∴‾ノ　ー．　∵い・－・′

〔オオミズ穴でシ）

か好　日患金、土ノ渾太ノシベリア．朝鮮ノ変成ソ会商ノバブイノ　安部

ヂオキノブムシ卑　Sc㌍ん演あe

、、十°’・・・・・．一二l′一　°ご　′　・・∴

Cへリアガデオキノコムシ）　産地　両件綺　27〟／ヂまZ

介辟　本叫′　田直し允可

ユメッキEドキ卑　L一釦矛の有高紹
一　一　　　　　　l°．．°　　　　　　　一　　　　一　一．　　　　．　　　－

（オオンマJメブギモドキ）　　妹教ノ／C都．

磨舷‘＋老増産　ノ乙乙∵付　／グヨ♂

－・・－、・　・　．・．・－．・　　　　　′．・l－

（．ア了三ヒメコメッキとドキ）　　妹彦：必古も倒′　　慶」後　者敵

．・．・　　′・′　　－　こ　　．J　・l　　・：・　　・

命中　廃棄六二琢ノ㊥考ノ紺文ノ図度東都　　腰部I∃寵樽監

テントグムシ番　Cβcc／刀だノ方∠乱ど′

・　　　　・．．・．・．・・！－．．・　　　′・・・・

（ナナホシデントグムシ〕　　慶賭　名＝敵　之之一一1ル／／形ク

か前　日本金土ノ変成ノ命者′密蝉．東風　印度

∴‥　′．　′∴て・・・ユ・・．ご

（ヒメガメノユテントグ）　匪舷　を顔　二乙2－Ⅳ　／グよク

分布　甘本金と．東紺ノ合詔ノ酎度ノダスリー

・．一　一一　・、・一　・・．・－・・！．　．－　∴－．．・・ノ

（オオテントグ）　藍魅．Zぐ一打　／ダjZ

分布．衣可ノ四醇ノ兄事上輝薗ノ合脅ノ　ブィリピンノ粛レ斉オ′群衆ノ

瀞づノオーストアリア

∴′∠言・′（・′′・t・ノ∴！；・・・・∴∴　∴・・・

（二ブウマ永ラ′テントグ）

か布．森吋′田野ノ允可．魂球ノ東漸



（′悠二〕

〃針犯クAJ瓜　α写′／払ゞ伊ノ／α5

′（テントグムシ〕

丁心・．ノ人′JJ・．∴・ト、　巨．句′・ノ∴／♪∴一、

Cキイ打テン′トグムシ）

倉恕　永珂ノ四囲ノ瑚ノ金津．安部

亘・′し「′十つ、十°∴…．し′∴′・・〟、
Cヴズプダポンチントヴ）　　命布　衣が主　将許

t’．バ・・一°P．し一幸・子打砕・・・。‥′十～′‥′・・トー・∴

Cブユダジアントグ）

ガムシ科　目グ〆r甲信／揖αと

∴．台　．f．・・↓・・．′・・・二・　十．・．＿Jト・・

Cガムシ）　　倉布　田本金と／アブア鰯

・′∴∴－∴？ハ八一　一一（・・∴・・・・．′∴’・・‥′－

（ヒメガムシ）分布　本河ノ国威ノブび十恋軋鐙舞ノ密呼

べこぶタか疎　LブC7∂α¢

：、・∴・・∴、∴　ツご言・∴ノ　テ・・ノ・・日　日・′

（べ二二ノにダノレ〕　倉和　本増．四顧ノ珊

ホタル希　」α雛ノブrf血色

了‥‘－ミ　‥′　い．了「・r一・・一・∵′　　ノ：・・・・・　、∴
J

（オオラマ‾ぞド永ダ）レ）　身布　津観束虜．ノ＼登山者薗

・日、・・．・・・′　　‥∴・・．　こ＝・二‥・・ご・　一・・

g：オオゼドホタル〕　オ厨’永珂ノ四囲二允珂

」崩0！久Prレ尿ノ久　灯と5どれ躍丁如′て

ほどホタル）　分布‾　速刈．喀個〔尤刈

タマムシ呼　物旭ね旋
∴ごト一．●－／。／‥＿！こtJ．－ノ・・・・　　L．・．・・∴・・ご‘

（ミズシグシダマ）　分布　水団．貯囲．加十寵或ノインドラナ

Cんヴ£クCん′クα′‘久ノね′地久双三　レ掩．1芝rAβはぷ色

（オオンでかリグマ）　大謙耐惑二だ／∂匹置とった。

分布．　一恵夷大身．癖噂ゝ

・∴・－・＿・．！ご、が．！　．．t　　　．′l（．′‥ノ・′　＿．

（アでムネムジダて）



、t・

麻街　永珂C潮岬ノガチ太．放グ薗⊃ノ蝶番C五鮭ノ坪ノ密）

え河は、ロー画．対琢ノ塵孝ノ磨久）ノ姦莫大薗ノノ＼東塔ノ

盈或ノ合薄

′・こ．．・′ノーノ　．．・・・．・・′・．・．・．・・・

（グッでグベ夕で）

命布　　衣珂（鮭厳㌢薗′太鴫番1番山ノ確山東督索‥〕

西国．九時癒祓

－・・・・・・J∴　‥・・・∴・・・・・′・′・′

（アオグバダゼ〕　会蹄　車乗天徳ノ坤感

興略彷危抑元高蕪れ加両日S加地克は
1

しグログでムシ）　分布　日本全車ノ変域／の＼密教．含裔

一　・・一　　　′　　．・　一°．　　　　　　　　　　　＿．‥．

1

しこ承ンナガボンダマムシ）

姦東大軌こ恵ノ　レ危用′塞α耽壷務仏β　如け朗鵬を赦す．こ、

余市　尤呵（南部）ノ梵戎ノ台商

・．二．　．．、・一　°！　　　　－．．・・′∴・∴－　′－

（アアムナビロタで〕　分布こ　永珂ノ九珂

’ノー　　　′　　　　・・．し・・’ノ・・一　　　一・′－・・／

Cヒヲダチでダマムシ＿〕

・　　－　　．・　　　－・・′・

㍉・・言　こ・′∴・・・’’′一　・・°

（ナビキュリ〕　倉蹄　日本産土ノ琉球ノ翳鮮

－1∴　・・・．・・、・・・

〔七ゲコメッキ）　か療　日永全土ノ宏薗／禽斎ノ東都

－，′1－－′′l　　　′l．．’．．

Cヴバグマプメヅキ）　命布　泰叫．四囲ノ知事鹿或ノ含潜ノチオズ

∴∵．・‥ご　　、．．・．∴　　．‥・．＿・

（オオブがプメッキ）　命蘭．日本金土ノ應戎ノ台薦

カミキリムラ卑　Cど也耽少こら宛癒

√㌦′．∴・‥ノ・・．・・ノJ′・－‥・・′・立・・・ニ・・‥、

（オオシぞゴでダチガミキリラ

分布　癒寒木蘭



・．∵．・

石の・ノノ．：こく：、・一、・・ヱ・：・、．〟　．しこ＿．；・．賀・〟人、

Cサビアヤカミキリ）、

分布　磨ス薗ノトガヲ／奄莫大密ノ癒疎ノ㊨薄．細ノブイリピン

最寄t・一年‥　∴・・有1下りて　βノー‥君′′つ

（オキナプグズアマカミキリ：　台車家慶．姦黄色もとれた忽錬あり

柄、川、－′！．J　古′亡。言ノ　声．′∴∴

〔ハイイロでハズガミキリつ

命紆　衣料．田圃ノ允が上奄東大薗ノ産承ノ命啓
I

桝丁－′∴′十・・トごノ・－′∴・十′　′‥・一日・－

CワEニチビカミキリ）

か桁　永珂C酪東浩釦ヒ醇〕ノ眩薗ノ尤刈．奄東大薗ノ粛酸ノ

台菌．研醇

∴・．・．、．‥∴　∴∴‥．・・二！与、∵・～．・．川・

（オキナブドウ水ゾガミキリ）　分布．奄釆大命ノ　沖鰯本腰．駿薗

拘≠ケ乃g A彗yαgん、′、β柁仕れ′′Z㌢
ヽ

倉荷　　奄桑六薗時庭

5ナ抑訊α杏〟孔ノの甘′ぴ㌢催　Ⅳ左肘榊′孔（ノダゴの

（イコニカミキリ）

分、街　　印度ノビルマノタイ．ズンダ初審ノ会津ノ虎或私財

∴・．．・．．・．・、・∴・．′．・∴・．・、　「∴・・

C未了ゴカミキリムモン）　か帝一永叫．九外ノ会務／港南密

、∴・・・、・・′・∴′　∴・′　∴∴・′・一・よノ

〔リンゴカミキリ二　　分密　永珂ノ碍薗ノ尤付し歯糞大腰′舞鮮

斤／ど孔どαCA／クケ広戸／／a　斤戊Aα花

（リェウキここヴノレリボ主／カミキリj

麻布　四囲（密薗）ノ瑚〔商鰯）．トガテノ癒酪ノ合考

「．・　7．Iト．Z　　．i・、ノ．．！∴．　∴〟．一∴∴

（イアオキキンズジガミキリ）　倉街　歯糞大身．醸

・r∴l・・∴．・・J．・・－　ィ．－！・・H′！・・・．J・

（スジンロカミキリ）分節・トガヲ〔甲ノ爵）．姦巣穴醇．魔球ノ守考

／グ占4悠㌢γ躇／汐だ　痺鰍のリスト1二よる



・∴三・∴

名濱葱内の＿プヲングトン

之のZ r清　正

之の／　碇　を

プチングトンは生きた

ままだ衆錯する方が腰教

の噂髭などに彰真金がよ

いの空．放るべく蜜かレ

て符ら滞るのがよし＼がノ

プルノクで暦広んするめぞ

・ご　∴‘．・．1°　　．J・．

敏速べ、‾乙みよク。

アテンタつ＼シ弓＼一刀フ軋l

めノ兎の市政ホルマリン

を＿藍ぐ．、この時ば！ブめに

ダレ已辛メト・空永ノレマリ

ニ／色揖こ乙殺しノ　⑦ら．ノ虻

寮単二庄ノ狙えて軽くふうと

形戎よく定か置‾ざれる。
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録おノ水心受リン迂頭敢雲薮蚊に缶－って二

ノ
ノ
／
グ
ッ
姜
㌢

，

4

、

、

、

コ

．

．

1

，

モ

ー

1

1

－

－

－

」

度
∵
質
∵
水
∵
族

＼ぐ

∴．

／

／

！

し

＼

～

ノ

／
／
r
l
＼
l
ノ

し1るためプチングトンが藤色そこなクのど．画定と席得には中佐氷かマリン藍庚、

宿した。．これはノ観象ゾーダ必要溶髭牡リトマス灰底が中性に訂るまで悠喧ここ

車恕レノ　ち』註した、軌の空ある。

鳥炒髄目元離血

日よ．・－　ノ′・′・・　・′

．．・　、・J・∠　‘・．．ノー．！

」はCナerかp仏S
・．・．rr′　ノ′い　′つ・′イ’・・－

し　′′．－J．イ’・こ・イ・．・い．．．′．・ノ

Ac卯かα　C！αば／

中欧紺あみ官の一慶

やどかリ費の紺鮭
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し／の

聴衆レ乙きた彰の在一鹿は「母衣プアングトン回教⊥「寒波乾野禽頼醇⊥象塞・

としノ乙倉類思したがノ倉か馳＼厨髭でノ桑．樽載きれた塵蓼炎少ない捜し＼彰あっ

てダ麿頼しか殉罠だきず竣蝕こぼってい姿や

凍集蘭画恩．牢鮫／癖へ1ヲ疇㌧∠山崎／へ－∠蘭／7時′＼一計疇ノおもに渡の醇

か倉汐「色藍が裸廉した。以下の堅毅を威暮しておく。

〔囲‡J

Ⅴ
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亘
工
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LZ／〕

藤菓爵腰上極目物メ．モ

ごて、一二二、、十：！・ヽ一・・㌧

鮭醇は′牽着水留下敷夢中の壕軸物凝轍メだC怖蘇）め車から承打に守立つ

鑑．ギグ蝉につLlで強まと紗芝診る。

拡洗顔にあげるキグ萄遵勿象刻瓢／ノ．木鐸薗矧こおける分布とノ碑寒風が

象におけ石倉癖との酪原産蘭らかにしノ庫疎密の蜘鮭翻身帝♂府葵健ソ

獣ぞれを廉価ナ勃鮒密細膵密教田野としたや

軍に．水上における慮財の蘭叡ま乳もど宏或き九ノダ濠抄文献息ガ軋覿濃密

生り広く紹介きれているが．芝の脅んど次歴穴虜に暫まリノ水頭薗次商扮慮粛

∬細顧有避財尊についてば．対審の醇容色放くとノぞめ輿乾の把握が番数

蓼るためにノ牽琴の灯麿の鋸軌等悉ノア受チェアー欝怒醇変ヒノ鮭だ拙筆では

私が藍としこ腰′容顔贋草による図を挿入した。

覆果敢夜や．舞木分数老少なく．又研鑑も乾酪紆盈準嵐訂企画とば患タが′争

奪研磨の．更がかOとして衷宏のまィ芸嵐象ナる庸r芝ある。

蓼．本顧庖麦に労ってノ啄沼之グ牢正志勝地㈲窟招訂る野宿事象爵プこい石庭

書宍鮮め必勝艇庫や士に承渡の訝匿色廣す萎む¢受霊寝L

・．∴．　　．．．　　．．・

E直二二二を二］

長泉晦はノ療釆辞盾（姦東大蘭．轟寮ノ癒え密ノ呼水後部ノ牌）に介解する

量腎藍．帝砿ノ或醇題の／郵〕ギグ顧慮劇こ酪するメ芝芝ある。

齢幅め疲粛ば／醇哲のアルプアベヅ上汐凰二よる。

l紆噺二つし）でノ辟顧慮の館は奄薬大敵C郊葡竜泉ノ尊落．諺醇を魯紅）を

量ノ魯布教審／徳と身星凰′浄永紺を辞ノ尊藤色専一と酪盗した。

艇及択表土に匁ナ石倉蹄は〔軒薗Jは醇感醇画布に命帝することを蕃レ．永

齢か紆座金とCづと澄藍ノ泰が主唱垣．刹）以外は醇暦されている姐毎夜膚

駁p

蝋と超われ雇主沌男二は0．軒隊か筈と敵われ各彰のに蛙∠ゝ信匝し輝払

騎瘡は厭く）．蹄盤勧二は㊤医村レた。

喝はノ砕粗衣¢磯野を麦とレ／ぞの催「大庭乾雀β恕美超粛哉」埼薮のノ



・ユニ？．：、

府琢乾財図解（原画一恵討黎前便）め臍貌燵珍礫．及請来粒くダッチC者川

東孝土床）によるもめである。

喝轍の釘は′　徒刑の図鑑客に倉いもの．本葬薗以南炒もめ．厨緻紅粉ノ紛らわ

しきものなどで．本土と姥蕗のものについてば大紛省略した。
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本呵．田密．タび与圧爽謹選　　　原鉱Cプチジルノ）
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将仏Cづと米〕　広射　轟r憂　慮告　上減資水色ノ底部束喝芭

或中密節＼ら輝砿したと磨われる。労音　席次砿　本土で且教好

餌通だ聡久〟招花子′汝・CαJcんα丑Z・βや
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各薗　審岸　〔沖感J

本土〔企、土）と来意盈

怒射　藤㌢歓　概　渡毅〔番武鑑）
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灯断　水に湿したが」ビヒgみ

ノげミ悉灯野する。

再虹求嵐

夕を　イモリの雇を尾必髭から去㍉＝私め

り＼　！′

′－　ノ

ヽ／′l t　ノ

／′、i

イEリの虞

ユ＿　…．－＼十‾トミ

ところで疏粁しノ　ラで－レ一に）＼弟ておLlた。ノ放水少レ芝だが．その

せいかあまり勢か加＼二フ吾二。
－　・－・り・・

守甘義霹慈
′摩　　　　、　　　・

星

－　　ニーirサ

メ矛　紆リロにうす五硬がかぶ空プといた㊦まくの夢空路ノラすすぎとかか

らな、日の

夕方　防リロにラすくか皮至っていた綻息ノ少し仲がたよクすだフた1、

玖g耽ノ孔ぐらいはあるかもしれない。

タブン　まくの膚さば／劇老くらい。色ぽイたりの故の色がプLlたのか凰らな

し）が、ノ木藤拗＼っこいた。
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タ怨・夜勿色ぶこゆく於フた。線βの許が字く庄一ったようだ。さようは／、ぐ

れ孔から男親甥くらいはある¢

秀も　硬め芭がさのクより出クすくぼった感じだフた。廉め厚みは2抑孔カ＼

らヨ創礫はあるだろラグも

免　あまり変砿脱fかったようだ。ただ廉め集中がへこんで凸凹になって

一・　　　　　　・　　日

針‾腰の形ノ巴畠泰み水かクたうす亀
ーーーーーー・一－′

タを　膜が少、し伸びた。形は衆人ノ中がと副だし乙うに在、フこし沃㌔－番数い

しこるぞ友野薪から‘g孔甥ノぐらいぼ参ったD

栗　腐老これからは．啓藍牙と呼ぶ、

タ克　啓虹牙の色がもとの方から灰蟹がかつてきた。匪さばム耽読くらい。

夕方　啓蛙茸がグ都′ガレへノ汐親．孔ぐらいに打った石、蟹が体色ヒちがっている

ため甜断で艶がぽっきりとわかる。

タ有　尋虹者∴度′まだもよクがクし1乙いない。監はや造り失色空転にいく

にしたがって縛るハ塵野霞に左rプ芝目るむ

三彩を　督乾芽の衆望が／′〔二′就くちいにはった。営ばかわリ在、レ。あようもま

1ざプLlこい急、い√

タゑク　きよう．イたり色象にいったところノシで一レーの中で怒ん空し＼た。′

好駿東蘇∴町ゴま三拝原瀬に坪が．こし　た差にピタしこだろうガ㌦

J
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B．オタでブでグシめ庭．

紺野　グロレトンで麻酔し乙ガ」d二宮をパテプィン扮上空雇を灯断水先

師万象いろいろにガ弓亡こ．醸沢恕後くらべる。僕の野合患麻珂教

しでやった。

材鵠薗これ壬削こみ玖入相　…朱遥㌘
豆）旛鞄に贈‾レて空虚と単行の髄会わせ

ハ）底恕患紺に手簡

ニ）嶽観貯留に上何

下宿

ノ毎岩ヱ
永）・底観か何に憂患

啓鹿悌

イ）タ存　オダでブマグシ⑦虞に釦ノ「＝み軋入れる。

タ右　変砿した厳矛醇兇ら薪Lな妙、フた。

タ多　し1度完．ヒ「こ衆鑑が、象られ乱し
●

タゑ　ガリ亡月こうすい露がかぶさフ乞乙　た。

ロ〕

蜜直

一　一＿′一1．－　－－r・一一r一一‾

、草野

タ二義　クすいまくがβ、g乱孔くらいめ厚ささか尺き「こ、ご日た∴

施、まく武も言うカブし－た軒｛骨怨介かノ乞′浩とも雇し功浄確言㍑九倍わ

からお、し＼）まどかノズきフZ二いた。

ゑ転　変亀倉‘し

ゑ泰一　変鑑定‾レメJご変広は金糸象られ三上か、つたp

L

r

L

！

…

ト

ト

i

L

↑

台

　

車

　

「

J

ー

…

…

L

i

．

」－一、

年
諌

－こ＼㍉

ノタ

ヒブギ藍者の轡県犬窓／

／／′　く壬二義蓼〆賢覧島プシ

＿－L－＿．－＿＿」＿＿＿．…。．
‥．．＿∴

／　　Z j　　≠

l∴・′シ　‥・．・…・

＿」．＿＿＿＿．目　し＿＿．〝．＿＿＿L一＿1＿．」＿．＿＿＿＿＿」．　＿J

g　　∠　　ア　　牙　　ダ　／♂

〕　∴　∴　∴　二　．・

輯）タ万　磨包材齢する。

タ落　度亀吉七

夕分　乗広ま、し

チ桑／灯りロがま義教がかっこいた。一

子ゑクすい庚がかぶ曇っていた。
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タ二島　腰衣Ag～a占孔犯くらし1の屠空になってtlに。

施　再生牙が単行にの試、だした。

薮を　再駐者が盾に錘が虐げめだ。

之、g風教へ一遠視勃　くらl＼。

タイ　野里労政£仇孔くらい。

ラ／ゑ　再鞋斉の貴さグ‾′親4粍くらLL

与告　啓堕牙扮真空は変砿レて倉かつ仁。

享受　もようかびノ＼しつし1こいる〃形の上空珪密会に簿虹レた凍王子だった。

手車　もよう武こく計り鑑じめた街灯リ打診髭がまだはフきりついごいる。

手車　もようもこゆく窟リ．打‾リロも少＼レ象ただけ空耳乾分け承つか査定

放った。

〔土）啓軽教訓軒狸放酷鯨

日日！　／　2　　3　　g　　4　　7

．・ご∴　　∴・　ナ　ー∴　∴∴　一、．＿．∴…

■－－一一一一一▲－F一一　一・一　′－l rl－・・一一．◆－・1‾－　－、

＿＿1＿1＿‥＿＿＿＿L　－＿．．…jJ．＿H＿1．＿＿　．i　＿ム＿

汐　　ダ　／3　／牛　ノア　／♂　ノダ

．、∴　ン1．∴　‾∴　‾：．．－、・‾．′

ノウ．ろ二を　屠芝賂轍方南に下何に郡断れ髭

子兎　紹節したときとカ＼㌃）り灯し。

矛を　うすL＼まくがノかぶ三二フこいた。

多分　まくβ厚さ公言例．堵ノー／′風雅くらい票唐府営

∵∴∴、、・．　　∴・
ヰ‾方め磨きが／～ノ、g乳琢くらい

下方玖啓賢が玖∫～／孔孔くらい　　　官ぼや由り腰蘭

ラゑZ　醇象牙は下博で衆望ヨ孔孔くらい。

ろゐ・再鹿茸にもようがみ宴だした。象空は仏創孔くらい。

ろ：を　上方にもノ　もようが思えだレ乙いるがこよくみお、いとわから凱1く



し、京王）

らいのラすい曹復している¢　彦さば窃げ。

多弓　もようがラすくつい乙いる。再一虹野の歩きはア邦．甥くらいf

阜桑、再虹好め僻が巳塚者は変られ牟かった。多古クが牢しこく打った。

多含　再革と牙の最至は少しもかわつて狂い。形のj二だ出虞会に帝ととしだ汲

′　許だったがまだ彰ようのほクがクナく倉っ乙いる。

ヂ／乞　着ようがク、レこく放った0度わlボブか殺くぼ萎め古寺クすくだろ

、ラ¢

阜／チ　財力ロの顧少し巨引＝つくだlプどノあと措あまり変りか、し。
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即引

冒蒜千
」．。＿＿＿＿＿＿－＿＿＿＿　＿＿　H　ニ＿＿

〔呼J啓一蜘伸びの状患

ノ・°　・イ

霊㌫長二二二二£＝：二二

′／　3　　≠　　∠　　ア　　含　　グ　／峯　／誓　ノ㌢　／タ　．詔フ

・〕．〕・、・「′・．・　二・二二一‘∴ご・∴　一　　一°　　‥

二〕薮を　麻轍上にエ樹に郡町

子鬼　灯フたときと変仕訂し

ろ森　うすいきくC磨きメカあ萎力暫しか）がもやの㌻うにカ、香ここノンど1＼

否グ

ラ′存　ラすいきくが／親．刹くらいに㌻っていた。

彰ノ　醇虹好腐ズーク乙耽くら川こめZゞ．こい幸∴　しかし．主）よう甘まだ、ノ11～′二

し1白、Ll。

ラゑ　再生啓が上旬になった。もよう証し。啓座三好の理は半疫痢t

子義　時麗者の衆き．ヨ離れも・よヨフ炎上陶工．打二′フ乙教えだした。

ろ：毎　専藍青め貴さ礫捏㌫私豹くらい¢まだ紺野齢はニノきりレ乙＼るト

多′　野生努め教きム凱謬ぐやはり上絢空灯解放担まだはっきりしこける，

多／妄　再生牙は上村だグ勿親爺もように更砿は象らっれ凱＼忙

叫　啓虹斉診羨望厨勃ク乙クもようの色伏すこしノ　こく狂った圭うに戒～㌻

ら九だ。

与を　啓虹者の敦さばかわリ白く汐徹孔。もようの巴ば才二レこく盈っ乙
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日石が．麻麿にくら′ヾ番とまだクすい。

チ脅　形の上空底再生レたよクだがノもようめだのほうがまだラ才し1。灯

新教も′　ぼク至りと霊自空はいかないがノや法り更える。

号／喜　好麟常の髭わけがつカ＼葺くなった。色も鵬ヒあまり東リ許し。

＿l・・－∴・・・・・㍉　　　　　．．　　一

ノ〆

ノ
－・．ノ

／
′

′

qlも！
，か－り－…－′－〃′〆／

一

－　　、－　　　　　　　　　　　、　　　　　　－　　　　　　　－　　　　　－．　－

／　3　　〃－　占　　ア　旨　グ　／阜　必　ノア／ぎ　ヱ汐　ろ／

∴　．・・・、．．∴・・・∴ユ‘∴　‾．　一　一一．！・．‥・：－・

水）タフ互一　癖鞄か矧こ磐直に灯麟するか

多元　クオ＝まくが．か放きク乙いるゎ、

子兎　まくは凸形でノ厚一き／多孔くらいに

チ万　雷くめ厚さは厚いところで之孔寵ばあ蓋。

子兎／酔生一牙の敦三は2甥′親．まん中がすこし／＼二ん悉いる。蜜は宮腰蠣

ろ葱：再凌＿好はヨ徽孔くらい。

与え3　番鹿野の茨空夢親風。看よう庄霞がクすく象わけがつか庄い。醇毅

努の鷺は灰告がかった単痘：軌

子鹿　もようの蜜がオニしこ乙だトっだ　再生身は焚払註‾レ。，

免　再生斉変亀倉レ．もよラカ色がぽニノ至も圧∴こき空言

争皇　帝とL翳の鼓至グ孔孔の彰ようば変彪孟rL。

多／皇　帝生者の長さ詳′孔孔。羊ようは変砿㌻し。

予を　帝藍斉は変砿放し。

もようの宮水少レ．こく遺、ったや

み／去　啓とと夢の羨望変り広、し。
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十日　二二・十十・：二†‥二・・一・二1°・・ir．∴：′．二　二・・ご′一、八、

まとめ

オダぞジアグラの藍を′盈つめ形にヒ甘酢しこ番壇武儀をみたが∴ぞ⊥れ誉れの彰
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牝コ　再生百獣
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プラナリアヒヒドヲめ醇を東歌もするつむり空いたが

碁廉することが空き訂かったのでやめた。

このβ、たつの落盤東食経ノ潔の教会にまわす。

†：－・dJÅよ＿＿

j【ヨ」メ」二

女日次上∴

－．．一

占首以上＿



仔昂〕

血　液　型　tBloDd十坪e〕
3のグ　生野腐「チ

タ　　直田∵札∴苦

慮翠の爽倉否蓼財の虹東象輸するとノノ放しょう中に奉錬成がくっついて力＼務
l

を形妬レノ　しわゆる凝集紋応が現われる。またノ　紗勢好め彪凌芝蔓いに翰

き按た常会ヒも．泰畝威武衆集すき車台・と．ぞう芝圧し＼寿命と承屠られる。

凝集が在るのiま′永放球の性質（放寮菰）と鯛の健喪〔観衆）の遭いによ

るので．この凝集βか旗によっ乙大南の釦衆混濁べ乙みると．AB型ノMN型＿ノ

E型J a型．RA艶．葛、ど種々の勉二泉裟水宿直オることが怒られZいる中

産藍ノ人留め患渡乳は。タグ∂ク擾雛に倉う験され．髭雛には之βが（ノヨ∂

五経薇に倉喫されるヒ仕クい将来．鰹鋤研紛十分に塵歩すれば∴各人の歯

舞がそ須賓勅輿′訂石と埼厳に蹄に）削紅組も．すべて襲なる二とが剣術

するだろクヒ予徹される。

駈衆．型は虚仮形賢二誉めと月堅睦不変の巻のであるカ＼ら凌監督上の盛乏紬二割膚きれ

また虹東型の虹車〔虹獲型環濠番数二）から人夜学に彰厩珂きれている。

浴一　承放球の家族鼠繚

攫数の賓在、畜劇物ガ政草書ど石とノぞ動翼空一風に散らばっていた泉艇球武

より焦ってカ＼き倉かたまりが東メことみ去るように在る。この文麿在来勧求め旗

東京庶ヒいう¢貯一連寮の勢財必要髭をまだたの空虚このよう疎∵二とは喪ら紋

日がノ人の勝春にはノある二ノ＼のノ＼の虹毅をまぜ墓と凍寮医励囁こる二とj欠

ある。凄艶衆と観象元このよう在凄廉炭厩水海道のはノ紅潜の中に観衆色絵す

材質があり．庶励中にこれに恕ずる材質があるからごあるで軒肴老凝集秦ノ

後者鑑壊集忍といク。旗集塵と簾紅ヒぼ顧一置顛βあLlだ空は星に腱財レ殺

し＼が．旨武った密教の勢物の鉦髭ご息ノ　たが叫二イ乾耐石。

に）」紅夜型1

人の冴命に且ノ　ある之大の釦衆老身ど否と凍寒乾板が程二る二とカぐあ蓋から

この衆寡疎水超ころク二　どうか象葛あてにして大の紅衆型老身け蓋と′次勿

呼窪寿あること次鵬。CA型ノB型ノ　AB型ノD型⊃一一一一一放変型＿

絹圧㍗型・の大功j虹泉霞ませ乙も楓ま鷹こら倉いが．ちがう型β人の戯患きだ

・一工横井ノl、圭．∴・、J：∫一日∴



dヂ）

地ヒ廉廉皮1転

香里の釦匪」二命まれた凌東己と硬東泉が鑑み合わとば次のように怠る。

「　　　「
－．入＿、、．…い＿∴‖

L憂型墜にある．庚粟悉

に合ま動る　液東泉

′・＼　ざ＿ B　型！AB型 0 こ∴

：＿二：I－．

つ言目上A製の大にはA廉廉葱とβ衆集素があリノ日数分人に鮭男顔粂黍と

d渡来寮が㊥まれ老いる¢これら且，綺げ里の班匪径まだるかぎリ観衆腺疇

こら凱1武ノA型とB髪必鉱をまぜ苔と耳と〆．βとβとボ膀紺レこ豪麻が

魔菖ことと註蓋で稀釈にして．四プめ型のいずれカニ二つ芝とってもAと尋、

βとβとめ固有ノ或いは一方欄抽わきれろことに′笠リ勧臨拭産蔓二る

のだある。

慈　硬廉廉

鉦清め中に啓鑑レて窮策後藤こき吐各組か闇路祭軌象r在型み虹番こ珠嵐

B型の盃狂藩にはdとし＼う硬練武移監しノ　4日層悠男紅璃㌍㌦二刀写乾せこずノ　β

賢には♂ノβの両方の廉豪家が移監する。

※　凍寒藍

本鉱船中に放して凝集衆に反応してノ　寒泉す蓄財醇禁ノ八鼠の泉払求

には4ノβ型には呂ノAB里．にはABの壊泉水水彩リノ　β受最ノ重盗或こ正毅

裏庭が訪日。

、　　－。∴中．：・・舟’一二一

劫二乗盤の髭乾

A観察禿頭dj乾察寒空醸しノ声涙泉石絃β靡泉泰芝避象するでA型鉦索か

ら衛に彪者と呂整地膏から衛た彪二滞在ステイドグブスβ両耳にj三；きノ血液艶

麗緻き色石メ＼の虹液酸／蘭ヒっ之幼二番と．ませご蓋と二ノ虹喪蟄工∴㌻ニノつ乙融勅

礫嚢少滅髭㌔：九分わらノニめ両班番によって渡来吐られ邑永鉦療短∧担塑さ

あリノ簡醇によって檻細らずはまし永彪感泣O型とある。また．A包有だけ

によって放泉きれるもめばB里芝あり．β亀有だけに渡察する吾の忠A里で

ある。〔囲‾工）

軒　二紅

鉦夜型によって承虹感が衆細滞ることか＼らノ翰鑑には也．夜型必見紛が奮解

放酵素ヒ放っている。貯製の感涙凰ご庄財轟壊衆は藤こらな、いが．輿裂必密

命空事一定の財産があってノJ蛤らダレ古顔某が軽るとぼ敵らなし＼。．象1ここ恭す



（Zの

ようにノ　AB型」まA．βノ　0里の何れから空も琳班を焚け3ことが空き．A

型．自製）′∃厨艶威、が∂型ガ、ら．∂型はO型決身の何れの銀製の人から与輸

血きれることば芝きない¢

また．A型の人がノA型の軒鉱区焚ける鰍は密確は圧いが．O型⑦埼鑑

定受ける船ノ　D型の翻身にA型のA凝集葱に対煎するd渡東泉色凍っ

ている武．要れば軒紅さ九五鯛の嬢由の多貴の釦観こよって落め．ら才し凝集

ガ吠滅渡されるのき倍鰍少怒1．＼。これに放して．∂型の人が月数診軒敵老

受ける囲みを番えるとノO型に注が凍集束があるので．郵政超二するA整めA

凝集元が一声ヾて廉廉されて虹醇をふ空ぐ庶餌と放り雷駿悉ある。〔図－‾Ⅱ．

図－Ⅱ．J

・：・ニー尋・’ト∴！丁

礫準紅帝の寮に対し吉野べる醸

聾は少放くしたほうが．顔徴瘡

では壊寮レやすし㌦（逐日つ

牽　郵政と虹変型の原像

矢印の方何に輸血が悉きる。

軋れ酪纏はノ　A型百貨とAβ

型に噺駁する二ヒかごきる。

C図－一正〕

・l・、エ

．－　　　　　．－‥．

．∴二　言．：

！
U
‖
「
‖
「
‖
一

雫

轟

「

～
／
＼

A　型（β）

B　型　（〆）

B軋（女のA

0　里

、

当かト1個

J／

′′

t図－」つ

「、‾‾‘‾F‾′「‘二二‾…l‾‾へ‾u‾‾‾‾‾‾‾‾‾∵、「‾．手l　　　　　　　　　　　　　　　／ノrrもて、＼　　i

鵬貧」貧′†＼

A型紅萄　∂型紅膚

β　ニ型ナ

○餌「○
トや′d・1ノー一一・－・1’・・り一一′ル・・W・・・〟がり′・ノふん

l‘′‾‾l▼‘r‾▼’－‾二二日′‾．‾

享

AB型ノバ
i

i

I

i

l

ニ⊥二十I

±」二±⊥l

仁・一一一一矢野の君筒に疎放

A8日－渡英志し畝庸〕

〆．β－、一族無象C戯或）

十・一、－凝集の選る紛

－．一一一凝集の終ら怠、い恥
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MN型

Aβ弘の教組とは金く賦衝に輿放った旛至大の嘘敷髭区二顔主すると．再製

N型．MN堅めヨ型に身ゝれ否石これがA昏型に密会わされ乙曳船厳か曇れ

でく蓋の空ノA型ごM型．A型空N型ノ、A型芝MN型ノB型ごM型・‥‥・・・……－の

ようになる。MN型＿ばAB型のような厚床瑛7庄窓象は少、血＼。

芝の肱の鉦茫乳

AB型風が葵型上し乙の再N融、に∂型J P型ノ5致ノE乳ノ審常在いうい

苧打型が東泉き弟でおリノこれらボAB型上髭金わき弟て多産現の愈凌型式風

域されているがノ喝机も摩床上の醸ぼ少7rL＼。

PA醇手．Cだ若里〕

厚駄上ノ社食底啓上が＼ら馳＝阿寒に葺サ乙いる1如適票数だある。こすいゴアカブが、

ノレの未砿戒をテンジグネズミの靡庭に蒙射して衛だ輝来賓を＿軌、て大分承虹哀

歓教壇オ否と．AB忽定数と感激レZ旗象恵めあること之べ野らかに打った宥め

で′ノ考勉〟が（アガグ醜ノ）の頚文尊象とプZRえ型と′プすられたガである。、

R産を符っZいる人と締ってい凱＼人とにかれるがノR産田喜恋周解となるか

ば．RA好事を椅ってし増大がノR・花園事象もって㌻号に軒放　た穆勧二．

才！回軌ま無車だあるがノ身2回醇から昧際蟹訂泥水註表わすこと三彩蓋。

二才‖芸才／画酢に尺尤国手濠受けた大功虚狂藩中に赦尺え凍廃寮を磨るからで．

軒2回旨の漸乾を受ける薗勧二ぼノ二一が凝汗え靡集束と尺姥醇芋と武鼠栂しノ

泰鉦魂がくずれて射凌筍恕野馳）ノト紅哲にかっかかリノ全身の蓉塵ポ芝きた

ノーノラ　‾∵・∴

またノ尺産国手を持つヱいる間恵の昇叙の感賂ノR戎醇享註料プて訂瀾志の

悠必至ばノ硬慶か手灰が虹きれるがR抱腹音色葡っ・てい石野とノ誉れ狂否って

凱1釘ヒ水産絡して轍す碁紛．尺花抵手をもつお匿が空き．森厳力旛内に

は給番を盈レて宙酷の庇寂が鮎釣るため尿管尤凍集財産妹の勉粛中にどき

る。この壊東泉が絵鑑のR孔因子と雀周しこ承虹秘癖厳しノ‘し）ろ人仔不頃打

状夢色尿解す。尺度困芋ぼノ日本人には存圧する跡少患い夏日空ノぞ♂哲也

頭藍余り知られてい殺し）が．アメリガ空は厨学の蜜や副県南を契lJZ十は手とい

わ弟てい否。

虹衆聖職峨

紅変数の分布は環涙に。工プ‾こ多少肇怒る。密度乳軌か紆動虻挙紅旛′ヾ石に迂ノ

次のような武が応照きれZいる。
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紅顔鼠嘲ニニ
A型＿C膠）十AB型（％⊃

β里C％）十AB型C％⊃

この式により．各民族♂席数を求めると．沢のよう空診る。

欧珂型C之、∠ク／）4g）」許叶金卸

申画数（／、ヨへ一一一／、g）　アブピアノ　自レコ／亡「ンア．ズ′ヾイン

魂麻里（／、占）　　　　　日永ぬ地ノ蘭支那

薗珂型〔玖占′）／、Zj・蘭珂ノ密鮮

米ノ　アジア型．Cとフ、ヨ／）／、払）　熱く、．ズマトラ、ジでプ

太宰孝アメリノ村里（．β、身′）／、ク）　アメリカ，印象ノしオーストラリア．

ブイリ．どこ／．

疎放、時代巌教が貫私費にノ範藍庄倒産盈レました¢　この駿東剣魚ノ倉か訂

か人質があり：小単産から大人の人までさまざま汐入の紅組象讃べきした。

これから．ぞの患計乾し．虹夜型の性寮ノ要して世辞の虹変数．ノ叉紐き

れつつある秤目里庄どにつし1乙乾し乙いきます。

まず、文砥祭誉自粛べた患許し晩夏功j在韓蒼顔わレてみますヒノ

！∴暫（二g去1－∠；人）

Ak三二三二三雲三三薫Z曇迄ヨC′′ソ人）
一

、l・－．　・　＿　＿・．．：　　一・、、

蕃

ABに慧差∃　C S∂人）
l

．：．．‥　　．‥、・

．－．－　　　　　　　　　　．．

・．　・・　‥．．　．・・∴．　　’・
【

音

日置望遠慧藁ヨ　C∠∠グ人）　・
i

－

AE夕置詔　CZZ人）
】

、－’∴一　言・．．′．／．ノ工・J‾　’・・
L h＿一＿一＿H．＿．＿＿＿＿＿＿＿＿＿－一一　＿1　＿．｝－　＿　．＿＿　－、＿、＿、、＿ム　＿－．．＿　－＿．＿．＿＿

こシし主ン鷹愛に謀りまレたがノ　これはあくま空も私産が東仏祭に於い‾乙蘭′ヾた

彰の盃すからノいろ永いにどうと富う率息だ至急性んがノ私叡讃べた鮭酪内意

はユニの豆＿Oでづ㌦

琴毅ヒもA型力主」象努いよう空す。AB型ぼ少訂く．野手ぼ都合、D型融し＼

ク月こ衣一昔は∂型が多いようだす。

虹衆型⑫一顧の性質とレましてはノ

言堅．‥　・喪；F

ト亨∴　　　、J：：㌻笹∴部．′．‾’∴・・：

右や虹　・・J∴：守・．．㌣・・、

0軋一・－十滝頭ヌ廿衝耳

と打っておリノD型β多い女手は鉱感と言うことでしようオ「7



、。、J

日永人の紅変動享．／／各が身占jZ彿中．∂吸3人g夢ノA沓・3穴3形．B

型2二乙／％．Aβ髪久／形と打っており／教彪）淘べた毒乾酪とぼ鍬てい否とい

う二巳がいえます。

沢に社務必至改暦の虹髭里各県でみますとノ好一テンド勧t必ノレードグィヒニ

ヒルシ手プ工ノ＼ド天草により酷荻の廟濠し、によリノ職要れそれ東庄石とい

う二とが考慮されまLに。

／占ガ或必巽怒．汐g∂ク人の勉寒型象潟べきすヒノイギリス人．ブタンズ人ノ

イダリア人ノドイヅ大庄A型が多く声望が少机＼。ゴーロヅノぞから索単に何かク

にしたがいA鮎沢牙に域夕、レてβ聖水多くなって去りノアプリカの落人や蟹商

人ノインド人はいちげるレく日数水葬いという感耗水痘こし＼ます。，

輯ノ忽変型は頗磨‘ノ食材ノ賓硬ノ素質単により変位する分かと磨え蓋／Lがしぼ

すが．以前比重餌：フ基という車金華滞倉匠鋤いた芝う召すがノ鵬恵一盤変

わら訂いといウニ巳が言滝ルザーヴコニスプエツキーにより鑑定ゴすら飢ました。

東条にノ承惑＝数百されてきたRH型につし1之庭乙みますとノ　RHヒいう首都ま

／ダ∠β竿ランドズダイナーとグ1ナ㌦一がノヒトの虹疎とアガダブルの麗球の南

に縫直の乾家のあう奉を磨威し／＝力男こRH厨子ヒ感づけために潜まる。穴子月ま

アガグゲ〕レC親孔√乱C孔ノ乙ノ娠融）の薮丈弊政承ったものである。

RHの凌査宏）ま蓉藍の虹液剤定と巽倉°なかなか槻空ノ細緻塩水βメジヴ

Aでは塚応し詳し、ダー慮粧軋文恵不溶金放水と啓ばれる挺藤があってノ′ぞすLら

ば商か手尊家の中空なし＼ヒ床廃が啓鮭にならず．これをぽっきりき度るためには

グームズ試験．ア1レブ≡ンープヲズマ敦を麿膚レノ又法檻紺虹塚をトリプシンノ

アイシンで毅麓してから厳重二するという＝ヒ空′戒又の線に粛啓さばノ缶かかか

也来放し＼緻密だある。

RHはノ　ーヒ十が：あり．わ武匿にはRHC－）というのが責、かな功＼ぼく一乙／昏

細どする唐細艶を空だし／丈二の動ご遼寧藍やノ怒産の家庭に灯り得る

ことを知‾っておか恕ばいけ古いでしょク。

細密濃とレてすごした白／Z首ノもう終りにZrD女した。変爵心象ねじろにノ

し＼うん訂所亀．冒慾を庭こきました。靡輩の哲曇んノ大藩脚をもつともっと

慈慶させて下きし＼。



l．く：‥′ニ）

酵∵秦

2め／　簡　正大

材質変電塩魚形質に金主釣るいろいろ江感葬の嘩寮紗好きによって噴蘭に直行

・：＿・

∴r・・・：

教草　ジマガイとデンアンノ．ア≡ラー一一ビ

磨輿　或醸　之太．乾匪醇C放いと至庄ヨ汐rcJグ務蜜予、れた大敵ピーーカ

ー．〕

寮　蜜

の　二つの或歌風こジャガイモデンアン後彩る。

㊥　二つの或摩嘗めラちノー君の武変質には／アミラーゼ杏変色誰え．胤ク観

衆噺二点呼や増え書目．㌦

捏）二わら星ヨグ～3㌢Pc　にした定患番に入酢乙か圭

を　ノ㍉　成城日工至に．二つの載渡醇に∴ペグテリアやガビなどがノ＼ら昔日。さこう

にする。

了、描ガと二曇′史覆審の尋老倉茎／ヾく者くレ乙おくといし＼。Cつまり大底

に訂単べく嫉た武鑑にLzあくの芭あるつ

鷹巣ヒふて．アミラー夏の入ってし1る試験管のヂ㌧プン鳥獣十勝噂公聴工衆払

しこしまう¢レかし．アミラーーゼ¢）＼プこし＼餌ノ＼纏勤ヂンアンは数十百恵し＼

でもほとんどか軒がみとめられ怠、い。

エの繋癖のようにノ妹樹こ入った軒数か滞私や碑毛をたすげるの戎酸素め

好き空ある。このように帯広や碑代にとってかくことの空き£目顔寮にフし、

ヱレらベヱみた。

〔哲轟め五ヒ吏J

醇家の正史は萄ブくりから避まったといって融・いす曇空鳥打し。／音吐髭．臥

蔚切人々はノブドグ潜醸鼓緒の嵐に変哲色の紛めよう註雛が渡赦しこいて巷ノ

要れボ疫醇にど／も怠潮解があるめ感慨ら倉かプため雲ある0磨豪放粒径二つの鹿

家として記載することば！厨蛙髭になって紺め乞放された。

レオ三工」レ〔仔だ且〟孔－ぴr／グ／ヨ）によって寵来された胃液に上る肉の滞仏ソ

アーブィンC工nバ刀だノ邦瞥）により実験され琵東男による蜘船ビ空ある。



、j：霊－

ビ状これが本格紺に村落曇れたの窪．／ダ出窓に訂っ乙砿嘗犀、盤の紛知ら

れるようにな、つてから．ベルツェリクスらの．砺衆により磨密緒の怒親船六陛β

食感のような事の芭あつこノ勿必至により麿類鵬が槻し乙か紆レノアノレ

ゴールにぼる巷のと者えら如た。そレ乙ノこれを痺衆Cプ完」レメント）と名が廿

に。こののちノブテンスのペ1′ヾ一ンヒペノレソ＿とまる東男凄め㊨泉からジャズダ

′どの磨屠Cこれば．巌底か、ら放出された細め酵豪）／窟鍵の麿芽からエムルノ

シン．財財の啓が、らペプシン．倉ど空ある。，

〔醇秦の醜よ次席或J

O　一麿のダンパグ薗そノ虹財藤腐悉つくられノ炊夏空砿醇灰船をう缶がお芝

一産の緻廉に番えられている。Cだ水どβよう在席壷により′ペプシンのタンノ

／ギグ身許ノアミグ一也か聯紛解放どノそれきれの酵黍擬醇拭どの。芸うにしこ

鮮麗するのか魔鋭醇空は泉如きあるj

O　ノ分手数診大き珊賓である。

H O　輿に磨くノだLlたいグβ『ニ」火上に怠、石と檻醇が葺く倉竃。J∫～拓ク午

くごらいでもつとをよくはたらく。

0　鄭財健が廣後塵塵レ右こいコロイド空ある。

ロ．アポ酵素十釘醇泉石ゴ水口醇泰

アポ線：すべてのダンパグ賓にくらべこげる折二分孝慶の小会こし瑠璃恐

酵寮ダンパグ脇してはげめ一乙檻膚ガめある酵素と∠㌻蓋毛の

射線：ダンパグ妖外め密泉め適或賓承空ノブ顎で酵察ヒ鼻がいノ終に硬く

また夢財貨初醇や仁ロブァン顔忽憂慮して透析きれ否。

京打酵素；釘醇泉十ア崩落泉

ア求酵素と財醇秦は鍵盤空は酵泉借財が息、し1承感命、して．ホd醸系とZrO

ここ空地め乙賠汚′ガがあらわれる。　　　　　　　　　　し

〇　二薗考在水衆イオニ／壌度のときにはたらく。たとえばノペプシンはPH2空．

トリプシンぼP打身で承事務用またら空色しめす。

〔醇寮め倉倭と腰男D

命礪ばノ芝の幻菱からきめたの空ある。

の　氷解酵廉〔榊醇酵素フ

那水分酵艮府にあ鋤＼芳醇東芝ある。

老〆．

き

Cム‖／／Og一口〆C占柚20ム→C∠，几劇匁十Cム日は○占
ノ㍗　　下し＼

十Hこ融　マルタ∴ビ
泉寒地

ブドグ漉し2分、孝）



こ．占読、・

マJレダーせ．アミチーぜかど

¢ぺ・R－C－OR′→RCの刃十Rノ0日
．、、ざ‾・

HOH　エステテービ　　敢　　　アシユづレ
工ステルノ

磨肺か餅のリノトゼノ勝唆エステルに必くプオスプァダービ

展観　アミデーぜ：就紛→変身番十デキストリン

サツカチービ：簾麿→ブドグ宥十来聴

で㍑ダーービ：変哲潜→ブドヴ麿

だノレタービ：ヒルローズ→21Jビオーズ、

リノで一ぜ：蔽好一ニラブリ藍リン十裔新教

プロテアーゼ：ダンパグ質→ポリぺプテッドやアミノ酸

〔イブシン．トリプシン．エレプシンノ　ノもてイン箸は二弟に潰す⊃

ズグレアービ：厳密→楚々の遺戒命、

グレア…ビ：鼠秦→アンモニア十度険

・／a　財と、ノ度元にあず坊＼芳醇秦

醇吸炭厳．嘗め鑑の変私選宏髭応にはたらく宙の‾芭ノ太秦の鍵事如＼ら受

手癖に水素をラフす酵毅

∴∴∴∵　≒∴∴よ∴‥．
また夢酵素C樹掛等凍）の膚薪によっ乙分、げろことも芝きる。

私　財酵素工CエフP付）．また出財酵素正CTPⅣ）在強要とする彰の。

覆養　度々の鹿本顛酵廉．アルコ一粒ノクかタ≡ン齢ど象髭水素C範監⊃

・・・二、

戌ノリ武、プチビンCビダミンβス）を財酵素とするあの

避寒　替含軋酵衆．鮎酵素工′Ⅱ′およびアミノ際ど象変砿する。

C、軟水泌プィリンを財酵素とする彰の

摩類、ガダチービ：療鉱水泉水→水と教窮

チトグローム：水素の俵産C吸鑑）

べ虹オキンダーービニポリプェノ∵」レ十圧2∂2．㌢ゝキノンぞβ肱

d　紺色顧酵窮ヒする呑め

‘鹿薮　チロシナ十ぜ：凛々の材質の或払

グッカーどこ産々め財貨功殴組



Lと工：一

団　原子団家夢にあずかる彿寮

絃）芝の肱の醇泉

載積．ガルボキシアーだ＿：薗硬度の犬目レズキシ加療〔一CDP打つ象か辞して鍵

乾がス衆生

－プオスフォリテービ：頭軌の分留と金武

トテンスアミデービ：アミノ酸怨む変‥輿象肺腺

炭酸アンヒドヲーどこト寸2亡∂∋一一ナcc）ズ十日ズ○

プマラービ：了でか酸妄±リンゴ敢

〔厨醇泉の招きJ

紺に射酵寮のことについ乙すこしふれた妖ノ．ここ芝釘酵寮の好きについ乙必べ

てみよう。まず東友rに財轍ヒもっとも国後の果し、のはビタミンと永ルEンごめ

るゥ

0醇奉とビダミン

ビダミン軌：二九のリン盲愛エステノレがビル′ビン醗酵変身1酵するカル′カミキシ

テーどの釘醇奈と庄リノ放水題材め代謝や密猟こ紺摩してとる。

ビダミンBZ：これらのリン酸エステルがプチビン醸泉の財酵廓と企り醗乳

に画殊

ノぐントアン瞑Cビタミンβ∂）：二九区会む仏合材がアヒケル覚の密寮と缶

．（ノ炭水必財や醇肺の代鮒に紺麻

ビダミンβ占：＝机のリン酸エステルがアミノ酸代謝に河す碁敵の準寮の

紺醇寮とレヱ紛らと＝こい羞ね

こプチン敬二鰍泉酵泉の対酵素の戌卦として輿水必解がイく湊韓呼吸に射贋、

0野乗とホか二已ン

如レとンの卿酵素料膀何ぼ泉だ腐らかで打い。だが水心モン‘ク中にタンノ彩′

質やダンペグ貰頼抑あのボ鮎nこなって鼠つかった¢

永炒已ンヒ酵寮β大きおちがいぼ．酵素は上皇麻細も勿‾き得るノだ戎′ビタ

ミンノ本かモニ／ぼ藍放線空しかぞの舵鰍発揮空き圧し＼。レかし言1ずれも

承賓で諸筒準滞老お二倉クめ本来透している。喀寮打鍵搬鞍旅転盈ノ東プレ

空ン、ビタミン戌重度絃厨度ヒ藍如事瞥と轡象お二m＼．鮭命隊地

底とレそ徳一至れてい否。

t啓寮の槻J

酵素と塞醇とクあいだと療ノはっきりした萄賓健があ多。教務．庖爵ノたん



ld二・、J

ぱく賓など軋珊米綿す否にはアミデービノリノ守一だノブつロチアーぜ承虞次

郎に舵博す各町酵寮か貯爽鮭がノ醇家タンペグめど玖よう恋鍵盤によるもの

であるかめ紺怒れ歩めところはっきりし倉いカごノー敏に醇衆ダニ／バクを鷹

顔するアミノ酸め倉ら訳が＼たによると番えるのか一顧好であるゥ

斉礫ノ修々のアミノ救援は痺現の檻紺が紅くて巷．稗髭の産金をするとあら

仁と毅変位野をもつよう倉ことがあるめだ。たとえば／ダ古書等ノーベ順

の対象とヱ「フた二ダィ二ヨ1－掘喝手酌餌ルモン御許財そうとある。

厳’後にノ　＝ん狂寅ノ酸勘．ノ′てみた。

準備　館東　亜政砿永薪水Cオキシドール）ノ　二硬砿マンガンノ

カエルノまた甘人か虹乗数蘭ノ承昏

容簸　試教智之本ノ軍かき

寮　験

の　之本の談療蜜に虜廃仏太秦永飢AL萎。

お　一方の硫酸醇に鰍廉とレて二乾砿マンガンをジ＼弟ノそのとき愚生する組

をみろ。　　　　。

鋳）健の試験皆にはノカエルまた鱈人の政変後／～之滴去とし／麿接する鷺麻

・；・・・∴

紛　ぞ♂工Z二フの試験醇にノ火をつけた線香を入れてみよう。

醇栗とLZ言方空は敦頃抵水泉水鋏か辞してノ酸素状磨艇しノ頭香水もえた。

これば．放棄やの酵素Cカダラー一度J功戊「きだある。一

二才か左′肴で＼萎古うにノ酵賓はつZ）のときの二酸私マンガゝと捕れたようにノ敵

嫁とこしZはたらく診Z誉めるt′

クデモ≡感イ十

これまだ裸集してきたグ∈β中汐＼ら二・三度元で哲きんに御影命、、しましょう。

まず奄東大膚⑫シンノ武並ノヒ芝もいうべきノオオジゴロヴグ巴につい1乙ノ

○オオブ蔓ロケグモ

∴　∴・・‥・・・－′　写・・／′・．ノー‾＿・′　〕－・1∴‥＿　∴・

これま芝に在腐細寮ノウぢ∂働原啓C衆豪つ

このグEぼ二細大を替るだけあって．芝め行勢は衆に若者のガンログた



（右の

っ肺Jごあ傷．。チでオチでカしたところが金療飢＼。細密たかぎり空注解に

瑛財がかがクて尊ノのっ芝リ恵もむいて．ぞの大き窟牙でガブリと－か瀞しノ

落二フいて承空患き上げて芝β五度に者っていく。

芝の働謙虚蜜に岩リノ人画♂大きさ顕どもある申．釆ノ醇豆のグ已於ら造げよク

とばかりするが／これ打Cもちろん醜うどはするがDバッダ訂どを争える

と哲につかま弟たきま巌べたリノ恵いておくだけでも食べるよう芭ある。

塚にノぞの底っさばといえばノ巽集い　妙＼ら突き出したぎ永めこれまたま′一二居

合鼓い紺ノ延ばすと身一脚の怒勅、ら才瓜癖抄恵贈ま盈Zがヒンチ彦鹿定義F

歩卸あっけ虜はノ顔暫くノ脅廟こば金哲の奮水生えてノ滞寂はノ＼－上杉をして

いる。下から見ると資ノ窯ボ美しくちら摩ってL、否。願土面は前方lこ療すだ

があり．そこから下方に資苦く放水のすげ：ボ敷石で金将尿き家集したの払酪酸

がぽっきり出ていな、い。

ロブ葺けヴグ互

∴：∴∴・・′　　く・′・リ′‘・一一．′　一・

必尋ごろから薗藍が膚卿野に碁盤オ羞定跡藍のころば′二の薯の璃徴芝める

三愛部首疑られない。打が餐っにつれ醜域リノ成体恵監とんだ／（ノ之

衝底しか萄クてい凱＼。

ダ卿ま費と寅め蘭もよう芝ノ体が郡にIま密し＼。観首色彩に宙。み亡ただし早め

みjノ或激した♀の泉恋は京恕二宮になる¢

♀ヒ合力魚ま着しい。文ノこのクモ庄青葉昭了　といつこも歌を歌フたり景教

を磨いたりするわけさは倉日次れビノ芝の紛互鰍に朕乙いるの芭ある。

都と豪く肪酪レ．ほとんど一年や庭石＝ヒ武空きる。

○メスジロハエトリ

J otはS観は7止とはS　如ES．巳とjTR

ノ＼ニトリグ芭串の帝政である二つ♂大望打窯し、顧ヒ．ミルク芭⑦地脱の壌部が

何ヒもしはヂ上故知或げ必するグ芝。スで⊥トヒ軌、え月n。＼貴君もどこかノ滋＼

わいらレい感げ座するグとどある。低泰の葉によく象かけるが早と告と．は「二

親歪も矛エ」と欝ク筐已奴こい許しヽ。

きてノ芝の令芝あるが．早成茨し＼ドレスを璃たレディ一色あるとすればノ　こち

らはまっ窯謀背広に資質に東の商務教のズボゝ／象顕し＼たスマート倉浄土空軌も

一度にノメ乙ク／＼・一′3∂個の印象生む。

0アリグと　　Mル紘献血㍉坤祝加　CK腑ゞCの



．11㌢J

細めて簸る大意ち密雲をアリだと患う。ごらし＼アリとぞプくりのグモ悉．去ま

酌こよくアリめげると＝うに見かけるめ悉ノますます貢ぎら牢しい0

どうLZアリヒニラも鋭乙いるかとい受フと．きず車♂銀製だある疎ノ教師氷く

びれ之尾密の大審盾凛歓である頭密．脚ノ卿ヒいう三つの画か二別れて東

芝石ということ。次に卿と頭番頭との画が煎く貴いこと。アリが歩くとき顧

解をチ‘妥ンチゴン動かすように．ぞめ才一漸象凝り回すこと註ど承挙げられる。

参考　原色打水如酸類犬歯幽二　ノ＼泳者慶大く宥

，ある日の密祭髭嫁から

寄席　寄生

ぎ再乏’葛

今年はズズミグEが多い。どこ′＼貯っ乙も六でミグたがいる¢午康からグ増

ヨクビにヒウたズズ’ミグ藍色等生した∴（太上選と藍し＼．恭啓ガはいった癒果

産¢矧ま農ヒ来賓だ内側は軒三対決落款復麦えた盤空ノ才四郷鐙盤に未を藩ぜ

たよう訂蜜をしている。礫面は萄色に葛の鰯教練空曹に少し官い色が塵えヱい

る）。フ′忍之、∋郡二野に芭蘇泉したオオブ蔓ロタグ色が豊グたひ今ま芭軒下に

汗た疎軒がや永れた必至箔初中へ入れよクとすると経験が上に迷げ乞しまった。

ぎ真上㌢打

家玖鉦く芭グッてノミダそシ早を家集した¢

・之帝すぎ艦薗象ダいているヒ哲蘇必貴めクら例の二．コガ草グ巳の摩擦C二九コ

ニー）を廷つけた。ぞぼに．ハエトリグ巳が囲っていたのま．二才t象現打とこ

ろへ＿亀いやった。

汐月は自ヨ‾

溌手金で融師へ行った。郵券で廷かけたが痘ノほとんどチブサトデブモば

かりで健のグEはあまり泉られ怒切＼クた。

啓唐に怒ら乙歩HZいるとノ太と畠に薗きれたクすぐらいところにノ尊重カ

ニ宿主紅いズズミグ壬が／／ク～／Z∂レク乙舷の大き欄致ぼっていた¢またノ

こ創吋にはチリイソクロググ已含水之頭いた。ちょクと酌至直して相生の感も

ヒ今度はチリイゾウロタグモ♀ノ頭色艶つげだ，



（グノ〕

汐眉目テロ

少豆Iま舎監のため鹿が承し＼¢心に馨ってみ否とズズミグモボいため芝野う

とすると三盤jブられたが．空の鞠こチリイゾウロググモボいた。

’士．隼．′；二

財轟の芝ばおズズミグと強健放した。苧釘／／膚ごち家に組、つていばらく

テレビを藍だあと．家から酪乙象るともう怒放したあとだった。′

よく屠るといきまさめ軒の魔女武凄すじに変私しこいた。芝丸に疎と留との

二rントヲズトがいっ誓う磨くZごった0

才貯／／′首

顔の立工のナガコが矛グ亡の巣に．イソヴロケグモ＿永二腰CチリもヒシU末

芥♀含ついに。ナガコガオブとは毒牙二跡が醸レZいてふきが＼つた言

午後．㌢督之悠ヨに二盤げたカブ「ジ受＝コウ」が庭くの太にいたr　ベッタをやると

大き打数芭かみつし、た。C後でわかったがノ覆れば風の僧体烹あった）

厨再／．2日

オオブョロ二は患家で．べヅダを食べてあったのでノ乳のバッグを告えた。

東　金粧酵廉遼東毅鞋　C糸ク、〟工、み／）　C軽’聾や〕

／、ママジドヨヴグ已♀

Z．ヴタグモ席・βP－

3、イェダデブた

率、芝．の也　　　　　参考　　尿だ首永細線額大図番　ノ＼、茶蓄膿犬養

森泉大層 薮蛇燦

之切／　藤野　亥一

子・「う′戸ん／ク戸／牢　めくらヘビ番

．・′・‥・．．′‥〝∴′．・・・・　・′・・・／′

メグアヘビ　　　徳と薗ノ　奮界啓．大嵐蘇薗

之、Cクんム元必姥　　ヘビ碑

的血や担光正　Cβクα右麿の



丁：こ．・

カラスヒバブ　　各藩静．感と番．神泉鼓啓薗′孝醇密ノ六倍細

午′ニrr・ら・・・て・重言√ノ√・くく‥‾√㍉lン・二・・・′　言石吾の

アマミアオヘビ

Jノ√て∴′・！′†・√二甥と∴‥亘で∴川・∴∴十∴・・・

ア刀マダ　　　坪永後部魯ノ尊命薗ノ腐芝画．大身森膚

ふ′iJ・・、・∴、；；＝1－‥’′　′・′・1一・一・・∴・午′・

アマミダガチ水　‘大敵衷薗

3、E／牢）∠血だ　ニラが卑

∵～・∴・・・l　′ノ・・′・・・・て、・′・　「・・・・．；・・′ノ

ヽ

ヒマン　　　大審永野

．・’∴．∴　′・、　∴、‥∴′．し、

パイ　　　　癖と薗

・・・∴．・．′・ト∴ト　　　リ・喝

γ高雅姥元嘱㍉勲的産南仏C励小路の
ハブ　　　健と画．大薗本番

－　　　′　・・、‥：・∴・．　C、・∴・・・イ・・ノ

ヒメハブ　　癒え珍．大観水密

Trr孔ere5は「広子ノ卸の丁航行S廿寸動座妙dD

T釦玩戌レノe九g「∫　鮎のe聖経／′

慶風解域

大塔藩命ノ腐ヱ薗ノ



こユ・千

度庭十姦東大蘭には紺二十月払眉どカハブ公が生賂し乙いきと准乾される。趣

と堆め虻挙はk対三さめる。沈下．ハブβすべ亡につし、芝鼓ヾて蕩よク。

体廣　ハブめ麻庭ぬ顛アジア産めノ＼ブ膚中空承炭塵蕃レノ芝が舷の廟より壱

はるかに長い。単相麻教は－東成十渡。参まで膚えら乱臣もののうちで．

贋大の巷が鱈二束二二十三麿ノ覇回り三十寮も歩プた。

体色　象ノJふ．欽ノ＼ブノ凰ノ＼ブノ席ノ、ブカ田産に大風曇都道。ニ抑ま東盈底の

変化した竜）⑦空あって．まだ尊哲亀に匠琉空き缶い。

ハブの泉の槻iまノ人固め怒歓と時務にぞの腐藤値藤によっ乙すべこ

賓倉石。

嘆鑑　ハブの鼻は一一軌二興し＼よりも禦承、〔鰭に希凍礫Jに感威盈歩否。老親空

ハブ公の軒に旛きれをっき出レて寛ノ確飢＼プてこ紅いがノ軽め怒るもの

在クーも空事；鉦う、げろと、すごにとびガ、かつこくる。

者も鼻と硝甜き在する。番の友きま平貯LZ三′一四枚〕

醇醇　八グも敦顔色宿しノ藍乾帯封によって解体との廉直老厳が萎。

堰濠　　ハブの好は鑑京急よ謳軋誕ごノま戊たま余終河‘J rい。芝オ＝こ房と　て

の宙はほとんどなさないr

轟牙一轟教．・豪牙、牙はま射針と感β趣蛭鮭磯野から二渡ぐらい∠ぢ町に姦蜜

屁入する穴があし、ヱいき。藩牽恵ノ薗平瀬ノグアム乾乾き潜リノ　ノダテ八

のをはヴサギ／監象蹄乾させ二蓋とこいうがら．たいへ元を感奮だある。茸の

夜空はオ、ヒ悉Z日石だけ空夢で虜もある○　また密封牙ヒ↓こ．ノ乙承諾もつ

C蜜豆線路牙ぼ強かかい）。

碁敵は善牙の舵．即ち或翳顧劇だ夜の少十Fに彩る。

象髭　黄昏敗色ゑ謀たやや不壷厨房栽越し／酷が必着豪富Agノ～／、∂才でノ

符っZL頓着一診㊨ノ彦しかださ葺、㍉圧

変虜、行野

一軌二逆埠が多く．割と癒直しの厚いと＝うむ好みノ　府定の宕藍遡及もてこ這し

い。各の狩や嘉一壁初潮離日なぜに多く腐れてしヽ否。このため進軍象保つ二との

空き放し＼疎質老魂に顕し1馳＼。

紫も静む官繍牛酪あげ乙みょう。

安逸　23℃＋一之孟㌢ごくちし、水承著者範。　d∂む∠二　以下クビ妖下にだ、

石とほとんど者努し倉い。

覆敢　グ汐（ノ厨グ％空よく蘭きまわりノ必グ彪疎下‾に放ると金く努か訊＼r



C′正一

このため澄渡の商い愛犬の日やノ再の摩った庚走、どば肴野が番務である。

またあ、要り置慶ぶ薗すぎる培ノたどれ璃茶寮く患いた療昏どもあまり遂

努しない¢

威薗　ハブ初茅野に躾妙1二酪緻お髭漉廊ノ宙疎ノ宿縁の鮎とき武者廓は

石斧ごノ東疎や番蕨の醇は全くと寄っていい圧ど蓄財しない。また東方台

、紺麻レ乙日石。Cビラいクわけご廉廉や囁嵐のときはあま　遷劾’しないガ

か甘ノまだわから缶、し、芝クであるつ

首怒　直射葛産後あま兢醇ま㌻い。＝めため圭」＝定額に出あるくゥ

符新野喝／日の者蓼好転と薗野鼠挙げ乙みると．午後のグー／／療ごろ畠

山患．／／～3時は憾め中や鯨飲の上ノヨ醇妖魔及び酎漑虹ま唐風

の叡措翌とし＼ク厳封妙出ている。

ハブぼ冬威し圧し長一麻にハブは冬赦し乙容醇乙と寺に冒墜きますとい

われているがノ二弟はまちがい。磨膚てヨ村つめこうば姦東芝は表土がg

貯ごろに膚蜜レノ膚からず寮功＼らダカ索漠なので′ノ＼ブの素蘭書当惑宥泰

にぼる¢ぞれ空＋酵／Z）大息ハブが冬疎から空めたと漢解す乱ク芝ある。

j′1覿覿賦　ハブはあまり毒多勢せずノーr膿にゼ二し＼鳶。、し／乙・ク脱前‾攻去．ある。二の

と汐「‾ハブにかまれたらまだぞ診遭二」こし1蓋から怒レ出レて炭吐」とこいわれ

こし1る6

ハブ違（7）ハブが歩くと此ダぞ扮あとに捧輿水或る。すると夜からキゥ‘乙泉

たハブがそめにおいをカ＼い空芝の後邑いくように去㌻リノ　官爵と豆が空き蓋。

C化、ずレ首席のハブ必妹輿をおぅ乙歩くとはかきち葺、いつ

季紆‾による布部

番　田んぼや藩単．芝れにノq家康鉦に痘苗する。

豪　C汐′・）／∂躇つ　泉の上〔藍に磨きをし跡どため．来．永め輿宣、ど致庚

べにくるノJ＼膚色とうだや）

巌．野原芭済ズ三など在席摩する。寒く謀って来るとネズミを良二ノ乙㊨

惹く章悉去りこくる。たまに人尿にかそん芭い萎二と屯あるCごくまれ

）。

冬・凰＼めきあまり出あるかない武．衣にたくれえた賦盆石す蓋。

次者健．康財にと番、かかるときばノ硬そべっこいた麻をぞう空ろ樽ち上げノぶ

昏裟必次鼻族称をつくるロとぐうを二愛三肇巳洛いて頭重凰く一変にかきつ

けるゥ　この吏努が継の努にとって蓼お庭酸だある。



∵・宝‾ノ

ブマンプお酌本象必タ重くちい。つまり／gβク奴βハブ甘／兇ラキン

プするわけどある¢　このとき体は3g㌢）〆geの再度葦ブヤンプ＞C口‾lまノ

ダク♂鑑に塔が石）。発展紺は暗に卿目し∠㌻＼′ム貯）。ア宵は髭卿

細空腹は紅の中に入っこいて似て二訂し1の芝癖武凄紆レ乙いる。又ノハブ

ば軒舷をどちらに空もとかか功＼ることが空き蓋。

藤藍　∫′＼ノよき引二かげ乙賭しノ　グ珂顔産卵才芸。

藍卿　薗抑ま澄度をぽどよく尿つことの空き石凄すCの中空ノその時也ノ回に早

舟／ク膚藍か。C衆琢ズ之顧）　　　　　　．

卵　だ日韓空最後スgc．乳．鰹歴之遥甘酢が啓嵐扮大き曇空あ蒼㍉がら出題

の卵‾のようにブヨブガレZい蓋ヴ

ハブの髭戌ノ卵色蛙ん芭からを離在官団tZ小る武．二才ばあたためる

βだぼなく督励藤をぬらし卵にほどよい湿栗色与二を否ため竺ある。

離　産卵してからちょうど夢ノ首巨引二かえる。h卵初中から融てく蓋薗出頭め

上二にある二如ヅノでガテ後顧云乙出てくる。麻蒙はヨクい縮ぐらいだあ

る。すぐに芝もかみ二フく拳ができ．ハツカネズミを3線敵ごらし、雲衷すこ

とかごできる。

疎啓　一竿に単相すると3グム瀦－ぐらしも庫謀、萎む漉史甘一一r勧熱利用‾空あり

首からはじまる言軒／珂百の庶政芭オブ色破った鰭のエソノ仁ユ・急、く意る仁土

後夢寧日くごらいから卵有産おようになる。′

留輝はZク打にノ酷ノ者等癖には之ガ胃に／薗灯観リあいで得放かれ

蓋¢

寿命－　まだぽっきりヒした車はねかっ乙い軌＼涙ノ／計算どら白と准髭、され乞

い芳¢

塵肺　粛食する蘭衝惨うち‘汐β％き空が矛ズミノあとが之乙J労にI‥ま刀エレ、ト

カゲノ融＼膚．かどいかに倉石と∴声でミノグロウサギやルリガケ穴、ウナギ

を釘ヾてし15。

粛艦首教淳ノ茅ズミ／匹を／遥証画と、らし＼ガ切＼蓋。食べた轟糎すべて宿

酔恋に変わ岩石ネズ≡／’匹言質／竿噂生きの試る容顔芝きる。哲めまわり．

／∂釦をめき盃のみこむことができる。

Cハブズトアー凄迂土　市速遵完より空く⊃



cぢ）

園㌧蒙つ野‘日髭より

乏勿／　凝・野　恵手

忍は育ころ。豊彪で虐昏くノ痩命逝ふ親だ砿息艦苔の芭ある。衆鉦ノ土避武軟

く紆プこき乙癒紺野を醇っ象塊ダ葺く合ってきたことは或愈一にお城九一こぼら左r

Lも。どうレ乙檻を脅てることに栗東をもフたかとし1うとノ親戚の象から佑れた潜

めよう吉勝野に灯る寸軒の千年水絵ど象もらプ乙きてノぞ動産患え．2、3カ貯

後生々とした摩滅だノそれから彪が吹いた。ぞのときj患ぼ何ともい宏灯しぽ－ゥ

ぼ翳符で一一軌、ごレた。空っと空のときノ墟財鋤鉦5番び直感げため芭レよ二注

そうし1ラ戌フけさノ　このグラブ】こ＼っためですO

Llつものことだある粛ノ斉証票蓋のだろうかとチ安打は密らど慶を醇く二めどあ

る。不安灯買得だ永匿争える〃しかしノ芽が芝だときの轟一鉢痩／色艶身空⑦砥酪

証し1っ空に吹きとば、しこしまう。拡慶審査舷をみ乙もノこれはあき仕解き芝紅い

打あとお彰う舷で音ノ　自身モちぎ痘左に竜の法か豊か舷の檻と襲った果しぎがあ

うよう紅紫がしてかち許し㌦年増埼璃一一を躾し1だった金銀渡も．LHまさばとても

果レくあえる。ヒ乙老矛属疎さある。

野夏のかきだしにい二フ彰ノ＼ってい5薗真部日石。二丸正ノ勧噸いたと空にい

つ空彰啓げろ百家恢さあ石。

女官　　　　　　療

釘妙の集譲りの埼ぱあん打に彰たくさん来ていた夏日こ．如ぼ故事／ク者ノ

夢多古右くらい。労音か：くわをか、グ日葱舷のふちとり檻紫‾ノ女事ば寧敢リ．二二

年生め女亨クエ喜一辻′′ギーヅシェ怠汐には啓いた。三等壷氷炭時好かげこする鮭

奮象ノ定時樹だ雛とすませこし才った。灰尊ぶさん武者二フZL＼た「∃こきグア

ブ」七Llラ盛会ぼ髭㊨潜ってし＼窟いようだった。離した。鈍酷藍度ノラ魅力巨芽

Oの怒包みノ新一しく商えごて来る考を鮭一フめこノ新た訂グチブ宥蓼への藩欲を

もやしたのだろクか一一・一∴・－・・…・p

皐好．73日　　　暗

こ荒努めヒーズ♂ゴとく老醜にまかれ乙薮リめこ　私法が＼ってブロンテ碗乾
′

が寮レた／このと一穴といク駒を知ら怠、い。いろいろ倉密蔭からズズキ♂よ

う紅毛の空は訂し、かと終ってし、た。啓春色か蓋と㍉組成夏Cヒース）．老齢

範野におLl筒石慶永ギ盲クリェウ已ドキノコ二リガなど。亡　とあった。



Cクワ：）

潅水空あるからノズズ午のよう去㌻あのさ怠宅．／本の木どあり．族があるの

だ。日永では二二二フ必章節かあ石が来賓蜜はこの二つ伽を軒を一舞にしこと一犬

と軌ごい石のだろうか。

r j‾r・日

輪へ献本蔚解き盈ノヾスにのリノぞ動から衷いて心細へ。ぞ

して承孝から芦底部＼歩きノ声馳＼らノcくどを顔へ轟く乎軽だったr縛が障

り．ゴート鑑薗ナノ　ビ二二／腑声、ろレ空色頭にかぶり空か1ナた¢鯵と東芝者

ら鍵を空屋敷致とった¢凍集物ぼ／，こくち灯しの泉こミっばきめ蒼々ミなど空

あった。野水ふプ乙いた1勇れど計密＿βグ♂多度舵きたと感ク¢

．．こ：’一一∴：

衆口¢ミくら圧しさ～クビきこを腰え石やぞ軌に∵ンテン王妃囁かげレてノ

脚的こ凝之たい。

朝顔¢麿をまいた。／鋲にたクたβ古鍵ノ　ノ摩在野の密′ニ利水みん往好色

だしノき弟し1訂乾を如＼してくれダしぼよし、めだが。

占好／ク冒　し本〕

カーー孝一う／ヨニ／⑦産直ま＜伊

占好／∠百

度汀軒に患えたこ撃ノ蒔炎醇ら葺く′．水をやら甘い乙か‾芝金轡右身して主意プた。

厨／好で量目麿天靡きノ鋤が噴詞に脅た凱＼。

占鰐下旬蔽えた観顔ノせっかく款い勘匿だったカご畔のやリすぎとノ水産や

ら甘いめ空だ度にrつた。

千等木βぞ由こ適えたのぼ全然大きく∴訂クて灯し、、。何．と訂く贅吐き戒と〕る▼。、

／ク厨／タロ‾

プリーブでノア矛芭矛管を彪誠二る。之悠㌢アと／ノのグ♂軌＝薪，レく鷹軌正解二ノ

琵¢輝彦が少訂．1がさ乾紺に沓′伝コ，こもら三㌧

／〝ガ′Z／日

財産憂β醇の庭の水だし

／ク好ゴ／日

金匿醇へ寒無産足ノ哲夫ノ細、認資函ノダ宅ね．テン乏j匿．カゴメテン

くザういていた蜜がどこかへ行きノ昏変涙顔を出した〝両岸盈変ころ訳肯武ら

ただ一一拝ふんわり覿1ている蟹を抑ら結う－あれがパンだったらC芝須

彰アンパン⊃－これ放資喪のとき絃ク二と。．



C乃つ

鰐が11プぽい珍醇はニーあ必賢次忍の町まだありこ来てノ　このままどこか左

つれ乞ってくれないカ＼ノ1啓軋註い．テズト彰意、いノただし′　たべ抑だけはなく

〕いこ麗・・：・‥・‥　丁　∴、、、二∴巧．ノ

美麻（ふよう）の舷豊盈ノヾ犬は藍むも触、細ら缶、いダ着が趣から入プこきノ

軋こつく。小轍ゐ国家勿最終審を顧いだす。

／．Z留

「何か一フ好き定こと狂者つ⊥本蜜に庭いことだろう。醇きだという二ヒぽ

ぞ動を薗れうどしけことだ∴砿水府芝在も覆肌色炎か接脅亡者ことに熱中オ

弟ばよい。局が補箋息もノ老身男こ…・‥－…‥▼…ト

熱中すること．醇れることノ絡き左㌻ことが怠諮、プたら……・・一一。芝ん倉密ノ老

ん灯大はどうするのだろうか？ただ礫乳埼てめまレ「欧だ／」と奮うがだろ

うか‥…‥‥・・。7

金セン鹿を宰く叡変えたい。後g首巻府たなければ首ら許し㍉∴テスト窟敵

中だけ！急啓が降二フたらと顧ラヴ水を孝之否昏画が省けるから。

志に寒く葺、ってみィ．忍、摩老ク。猪にペグ次．

唾統率を金グイ草芝目っ鳥軋りこしたい。多年庭草だから緊密悉至紅い拳軋打

Llと感ク。ガ繍らず輿覆させたいノ彰っと二部東武努力、ったら衆いめに＝－…一一‥・¢

そ離′着たよれる啓財1…‥…・日。

こ弟で慶［豪邸百雷は終ってし1蓋。やぼり．きままにカ＼げる官憲霊㌻の空ノ♂Zヾ必

打とノピっ乙もおおらかにかかれている。グデブ部顔が多が、ったの空このようZ£

j辱釘ができたのだ、乙題ク。

だが今年はノ　ビラもグデブ訝鼻水ダ訂い釘悉ノ魔監動灯県㌫赦し、ぼノグテブ粛

蒙ができるだけ牽く声、つてノ者変に汚郵レてもらし＼たいことこである。



、丁マフ

㊦〉
癖迂上野穴

茸砿祭ノ裸東C翻つめ麦教としてこノ地多いグヲブ芝三年薗老承認Jた磨

きノダアブに放くこぼなら訂しヽ移虹ごあるの盈医　ガチ葺グ　　蔚溜象

三‾　三　二　二÷

好勝山lよ畜クに及ばず蔭東が感腰にノブし1乞ぼ恵に出るあがはしど日。ジュー一久

を飲んでも酔うヒしう／＼ん灯や二フ。

里村岩大紺

野　厚凝

碑田儀汝ノ不堪齢二人．夜画裸薬に臨む＼かせ怨ノー＼′フ　C夜行鮭空沓三つ

天象題「許

窟んとし＼っ・之もかんろくがある。とい、ウニと宙′髄質とむっとも二丈てい五二こ

とである。また盲腎の到二山に象ってみたリノ野手だけレオ、行すまいノ乾幣球磨！こノ

炊好をフォほしか灯いとだだを三浪たリノききに努の二ニ三；片東芝あ烹rか、「かし

轡埼ぞノ　昏がらか芝ノ　とてもす庄お責、いい孝だある。だが

藤野乱子

女懸宥めしゃべるここ竺ある。して茸≡わがLL＼。きる芝′メジロ水さえゴ㌧

乙l′＼るみたいだある。また疎放βT‾　　ぞん訂＝己′帯域よ」の菰行音の生み

の泉空ある。

得千代麦．



rイ′∴－

ものしず物＼紆文学少女－．椅定款むことが好き定たち空ノ凄んだ帯はだいだい湛

えているという¢

昇　　庶子

よく本庭に）＼二フてい芸人－。かき氷ありきえす軌ばれ逮夜あさってし＼石。酸に

くヨヒ、いつも図番姿にとげこもっ乙いるよう訂入射。

生野畷芋

小萄缶状らもファイトの椅ら藍。塗物啓寅もこの人にかかるとたげたけだとしも

ク。こめ人事貧者府層のおしゃべり放線っ老いる。

野1了黍「代

台と倉しい大空ノ態のわかるよ空転撃であ蓋。もと啓蒙野象

：∫：；・．一．・．ご予

教材，園芸麦親日琴負数

顔渾　　天野箪夫，密　度・一一▼解

C／　年〕

／度し阿　一　正　画　藍鹿町古髭

須　密　漁　怒　　ノト東町／変

心　訂　藍　承　　芳灯／藍

山　東　　　資　　金久町／藍

′2患　者　衆　皐代享　　河上′少者密好

き鮭．静　水、奮．炎‥　．小県釘仏教．

g竜虹大　野　席一　望二　草昭1gのヨ

余艶　輿・紀．醇・塵＿　新潮町3藍

占奉鼠

永、田　疹　一一　山下鵜整

．也　ぜ　串÷　工　　千二・．∴、！

上　野　敢　若　盤豪打軒匪＿

嘗　　　軒　夢　新栄町占教．

留　府　夢　＝珍　粟酷暗君配

車　暗　号1番・葡萄グ／皐



（宮子）

ア敬　を　薗　利　蹄　＃叔灯／藍

CZ　等〕

／教　唆　を　布　教∵后繚打身髭

音　感　都．労　金犬釘／変

哲　　正　メ＼元＼礫町／藍

却　承　かおり　水俣紺g愛三

竜　田　顛・争・久嘗町ダ藍

宗須艶　清　正　　青　草釘／変

哲　野　寿　盤．金薪、町古認

久∴野一　鮭　等　大熊

薗　和　暦　武　を田町3敦

3鮭　衆　十　鬼．三．汐屠釘ユ匿

醸　葱　度　二二　金久本のゲ

昏　嘗　　　蘭　画茫勝g教

大　野．夷．密一　叔藍町¢髭＿

（3　年〕

／萄＿　旛　富　野　ダこ　覿町之藍

叡　田　不二貯　留資藤吉蓼

徳、放　尿一一画　を田町2翠

軒　密　或　奮怒芝野3藍

永　噺　厚　東　小俣町3覆＿

Z軋　変　相　渡太詔　正屠番／牽〔

監　　　厚　嫁．金、久町畠教

卒敵　軒　　店　衷　藍慶紺／敢

∴

早

喪
▼
倉

敷

　

埼

子　抑町占数

／＼、田上＿町ノア

言㊨＿　永．野　　　象　蘭安藤g髭

∠感二　敏　感　夜　番　新川敢g教

3鑑　保　村∵輿・者・草‘町之匿

永　野　薮　賂　失え薗／藍

単数　画　　　味　を　ズ愛町グ芝

駅．　　輝．果．汐東町3教

大　山　無　害一　草野在のグ

薗　　　育　亨一　古田町Z乾

親　心　車　庫＿　抑町子艶

∠患＿　垂　家　路．毅‾東京呵ヨ♂4

彩　圏　　　紆　帝茸i町少数

港　口　てるみ　石碑町∠藍

琵　田　努雇事・小僧ダム

薗‾　醇　倖　答　額巧町≠・覆＿

汐患．象　嶺．プ千首－

細
碓

彗
　
藍
衛
草
薮
こ
隆
寵

電：書家．牽二　石塔珂芝透し

野　壌　者　蘭鐙勝之数

千　代　爽　矢と軌∋叡

度　芋・草町家澄

野　奥轟∴算　哲変妙音芝

田　丸　善　を田町ノ之・援＿

渡　米．首一　水底牒受初′′ノ

大、森、畝　者・宿弊靡g変

声こ　僻！jE．三㌢一山手打j変

餐＿　田　教：芋・新二躾町Z夢二

象　山　早　苗　新フ）j班首藍
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○　軌もI吉や．疎」二おおわれノ頭上少、ら許

がさめ蓋と．勧動、い醇の光が溝香しいぼ

．▲、・二

〇　経年．老行が塵動之いくよう空ノ　ちょっと

激しい桑伏します。しかし　どうにか参孝

顔中に雇符で望部好一紺番二ん乙います。

○　頗教にノより凍土の贋オした「オリ工＿ンズ」

率断盈きるよう承って．癖寮喪家にかえ

ます。

、

、

．
、

（

＼

ノ

F

i

ヽ

1

1

て ・　　　　　う：i∴一　！F

リ
、
－
j
t
．
．
－
′
＼
－
ノ
、


	ORIENS　1966-03　No.07　表紙
	表紙解説
	もくじ
	三つの塵と７才のオリエンス
	秋名採集会を終えて
	入部して
	植物への興味
	名称未設定
	奄美のチョウ　その他
	奄美大島産　コガネムシ科
	名瀬港内のプンクトン
	奄美群島植物メモ
	奄美群島植物メモ
	再生実験
	血液型〔Bloodtype〕
	酵素
	クモ紹介
	奄美大島陸生蛇類
	園芸部日記より
	個人点評
	庄和４０年度　生物園芸部員名簿
	編集後記

